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新小学１年生への「ヘルメット無償配布」

新型コロナウイルス対策支援寄付金

　宿毛市では「自転車を活用したまちづくり事業」の一環として、市内の小学校
入学を機にヘルメットを無償配布しています。今年度も令和３年度入学の新１年
生へ、自転車の安全利用や着用の促進を図るため、安全性はもちろん、サイズ調
整可能なヘルメットを配布します。

対  象  市内在住で令和３年度の新小学１年生全員
申  込  ① 市内の保育園・幼稚園に通われている子どもは、園を通じて連絡します。

	  ② ①以外の在宅の子どもは、学校教育課までお問い合わせください。

　10 月 13 日（火）、宿毛飲食店ユニット（ロイヤルバーホワイトハウス、
金次郎、パティスリー SAIGO、林邸 cafe）から新型コロナウイルス対
策支援寄付金贈呈式が行われました。
　この寄付金は、「林邸ライトアップイベント～宿毛×佐伯　竹あかり
の宴～」にて新型コロナウイルス感染症拡大防止チャリティー特別企画

「お月見ダイニングバー」の売上金全額 73,900 円を宿毛市にご寄付いただきました。
　寄付金は、宿毛市の新型コロナウイルス感染症対策関連事業に活用します。ありがとうございました。

 問 学校教育課　☎ 63-1102

 問 商工観光課　☎ 63-1119

第 56回宿毛市美術展覧会表彰式

 問  中央公民館　☎ 63-2618

　10 月 13 日（火）、宿毛市美術展覧会表彰式が行われました。日本画・洋画・書道・写真・工芸の 5 部
門に 99 名、121 点の出品があり、各部門で審査が行われ、受賞者が決定しました。また、新たに熊岡  實
惠子さん（日本画）、渡邊  英幸さん（洋画）が無鑑査となりました。皆さん、おめでとうございます。

日本画 洋画 書道
作品名 氏名 作品名 氏名 作品名 氏名

無鑑査
特別賞 暮れなずむ 大谷  玲子 港の風景 山本  晶徳 遂 中川  照月

特選 炎の如く 宮本  量子 橋 中道  セルコ
寒雪梅中盡 増田  裕風

一蓮飛 尾﨑  敬子

ほう状

Peace 東  孝子 朽ちたタイヤとロープ 田村  久美子 月露 坂本  春瑛
朱華 小島  洋子 竜串海岸 大久保  勝美 祈 蓮井  璃音

山 山戸  修吉 晁補之詩 有田  春虹
臨  曹全碑 川北  安理紗

杜甫詩 餘舛  悠紅
三島の楼台 村島  るみ

新人賞 黒尊神社 太田  志津夫 龍宮の使い 西山  良一 臨  建中告身帖 阿洲波  健心
写真 工芸 今回より無鑑査になる方作品名 氏名 作品名 氏名

無鑑査
特別賞 瞬 野口  務 傷だらけのトーチ 下元  かおる

熊岡　實惠子（日本画）

渡邊　英幸（洋画）

特選 夏への入口～小さな冒険 佐伯  奈穂 葡萄文扁壷 宮本  量子

ほう状 おもてなし 小栗  幹夫 釉彩皿「葉舞う」 田村  寿生子
雪の四万十川 山本  修代 網代編みぶどうバック 池  康彦

新人賞 荒瀬より 田村  さゆり 織部長皿２枚組 岡村  千幸

第 56 回宿毛市美術展覧会部門別受賞者　※敬称略

トピックス
SUKUMO TOPICS



マイナンバーカードで地域振興券を受け取ろう
　マイナンバーカードを申請・保有している方へ、地域振興券を配付します。この機会にマイナンバーカー
ドで生活をより便利に、そして地域へ貢献しましょう。

 問 市民課　☎ 63-1112

どちらも、住民登録地へ  転送不要  で本人宛に郵送します。

●交付通知書（はがき） ●本人限定受取郵便（特例型）　封筒

マイナンバーカード普及促進事業の概要

今後、新型コロナウイルス対策をふまえた電子的な手続の増加が考え
られ、安全で確実な本人確認が必要です。宿毛市では、そのツールと
なるマイナンバーカードの普及を図るため、カードを申請・保有して
いる方に「地域振興券」を配布します。地域振興券の使用による買い
物や飲食の消費拡大で、地域経済の活性化にも取り組みます。

地域振興券

配布対象者  ●令和 3 年 1 月 15 日（金）までにマイナンバーカード交付を希望し申請をした方　
●既にマイナンバーカードをお持ちの方

金  額  1 人につき１セット１万円分（500 円× 20 枚）　 使用期間 11 月 1 日（日）～令和３年２月 28 日（日）
利用可能店舗  宿毛市内の登録店舗（地域振興券配布時に登録店舗一覧をお渡しします。）
配布方法  マイナンバーカードの取得または申請が確認できた方へ郵送などで配布します。

マイナンバーカード申請方法

マイナンバーカード受取方法

●郵送申請●オンライン申請

３密を回避するため、
スマートフォン、パソコンまたは

郵便での申請がお勧め
申請方法の詳細についてはこちら

●宿毛市役所内に設置する申請受付専用窓口で申請
受付期間  令和 3 年 1 月 15 日（金）までの平日　9 時～ 17 時　※ 12 月 29 日～令和 3 年 1 月 3 日を除く

※この期間、市民課での申請受付は行いません。設置される申請受付専用窓口へお願いします。

持参物  
●通知カード  ●個人番号カード交付申請書（できるだけご持参ください）  ●住民基本台帳カード（お持ちの方）
●本人確認書類   Ａ：運転免許証、運転経歴証明書、パスポート、障害者手帳、特別永住者証、在留カード
　　　　　　　   Ｂ : 健康保険証、介護保険証、医療費受給者証、年金手帳、年金証書など
★Ａ２点またはＡとＢを組み合わせた２点をお持ちの方は、カードを本人限定受取郵便で送付するため再来庁は不要です。

裏面記載の本人確
認書類を持参して
本人が市民課窓口

で受け取り

本人が
郵便局員によ
る本人確認の
うえ受け取り

本人限定受取
（特）

電話番号

※交付申請書の再交
付は電話でも受付
しています。

申請から約１～２カ月後に受け取れるようになります。申請者本人による宿毛市役所での受け取りとなり
ます。（15 歳未満は親権者と一緒に）

（★の場合のみ）

3 広報すくも 2020.11
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人
権

無料人権相談

みんなで創ろう人権のまち

人権擁護委員の委嘱

　12 月 4 日（金）～ 10 日（木）までの期間は、「世界人権宣言」を記念して、人権週間として定められ
ています。今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、あらかじめ収録した映像を放送・配信します。
人権にかかわる問題や課題は私たちの日常生活の中にあるものです。この人権週間を機に、今一度身近な
人権について考えてみましょう。

　婚姻・扶養・相続・金銭賃借・土地建物賃借・登記・戸籍・交通事故などに関わる人権問題についての
ご相談を承ります。　※相談無料、秘密厳守、一人 30 分の予約制

日  時  11月26日（木）  13時～15時   場  所  高知地方法務局四万十支局（四万十市右山五月町3番12号）
内  容  弁護士資格のある人権擁護委員による人権相談

※特に、法律関係でお困り、お悩みの方はぜひご相談ください。

日  時  12 月 2 日（水）　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時　 場  所  宿毛文教センター 2 階　会議室
内  容  宿毛市の人権擁護委員による人権相談

主　催　高知地方法務局四万十支局

人権週間記念事業（人権フェスティバル）

講演放送

放送日時  12 月 5 日（土）　19 時～ 20 時
再放送   12 月 6 日（日）　14 時〜 15 時、19 時～ 20 時
視聴局  ● SwanTV（行政チャンネル）
演  題  「防災と人権」「防災と男女共同参画」（各 30 分）

講  師　【歌うママ防災士】柳原  志保  さん
大災害を経験し、防災士の資格を持つ柳原さんが女性の目
線から防災と人権についてお話します。

※ 12 月 8 日（火）～令和 3 年 2 月 28 日（日）の期間、映像の貸し出しも
行うほか、宿毛市公式 YouTube チャンネル「みてや！ SUKUMO ！！」
でも配信します。

※今回の人権フェスティバルのために収録した映像を放送・配信します。
※ SwanTV をご覧になるには契約が必要になります。
※放送、配信した映像の録音、録画はご遠慮ください。

作品・パネル展示

期  間  12 月 5 日（土）～ 9 日（水）
場  所 宿毛文教センター 1 階 
内  容  正和・貝礎・手代岡隣保館の交流事業（生け花、折り紙、識字、書道など）や児童館の子ども会活

動で創った作品、人権啓発パネルなどを展示します。

　10 月１日（木）付けで、法務大臣から次の方々が人権擁護委員に委嘱されました。
人権擁護委員  嵐  仁美  さん（再任）／畠山  真利子  さん（再任）

人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、解決のお手伝いをしたり、皆さんに人権について関心
を持ってもらえるような啓発活動を行っています。

 問  高知地方法務局四万十支局　☎︎ 0880-34-1600 ／人権推進課　☎︎ 62-0225

 問  人権推進課  ☎ 62-0225

 問  人権推進課  ☎ 62-0225

人権週間
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「高知で恋しよ !! マッチング」
出張登録閲覧会 in 宿毛

令和 3年成人式

　１対１の出会いをサポートする、県の会員制お引合せシステム「高知で
恋しよ !! マッチング」の出張登録閲覧会を宿毛市で開催します。普段は高
知市・四万十市・安芸市に設けられた「こうち出会いサポートセンター」
でのみ、会員登録、お相手のプロフィール閲覧、お引合せの申込みを受け
付けています。この機会をぜひご利用ください。

日  時  11 月 11 日（水）・12 日（木）　15 時～ 20 時（完全予約制）
場  所  宿毛文教センター 2 階　会議室３
必要書類  ① 本籍地の市町村長が発行する独身証明書または戸籍抄本

② 健康保険証
③ 写真付きの身分証（運転免許証等）
④ ①～③のコピー各 1 部
⑤ プロフィール用写真 1 枚　※ 3 カ月以内に撮影した本人のみが写っていて、上半身 L 判程度の大きさ

入会登録料  1 万円（2 年間有効）※宿毛市に住民票がある方は、入会登録料の補助制度があります。
補助額  ●初めてマッチングに登録をする方 :1 万円（全額補助）

●マッチングに再登録をする方 :5 千円（半額補助）
詳しくは、企画課（☎ 63-1118）にお問い合わせください。

参加申込  予約制ですので、必ずこうち出会いサポートセンターまでご連絡ください。
 問 こうち出会いサポートセンター　☎ 088-821-8081（日 ･ 月 :10 時～ 17 時、火・水・木 :13 時～ 20 時）

日  時  令和 3 年 1 月 3 日（日）13 時 30 分～ 14 時 30 分予定（受付  12 時 30 分～ 13 時 20 分）
場  所  宿毛市総合社会福祉センター　※昨年と会場が変更になっています。
該当者  平成 12 年 4 月 2 日から平成 13 年 4 月 1 日生まれの方で、宿毛市に住民票のある方、または保護

者の住所が宿毛市にある方、宿毛市内の学校に在籍していた方
申込締切  11 月 27 日（金）
申込方法  

宿毛市に住民票のある方 : 往復はがきで案内状を送付します。必要事項をご記入のうえ、返送してください。
宿毛市に住民票のない方 :「参加申込書」（宿毛市ホームページ からダウンロード可）を記入し提出。

（メールでの提出もできます）
メール内容  ※メールで申し込みされた方には、後日案内ハガキを送付します。

●題名「成人式出席について」
●本人の氏名（フリガナ）、生年月日、性別、住所（〒）、電話番号
●保護者の氏名（フリガナ）、住所（〒）、電話番号、記念写真購入希望の有無（2 枚 1 組 3 千円当日集金）

注意事項  
●新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、マスクを着用し、入口での消毒および検温にご協力くだ
　さい。熱のある方、体調の悪い方は入場できません。保護者の入場はできません。
●新型コロナウイルス感染拡大により、宿毛市が開催することを不適切と判断した場合は式典が中止され

る場合があります。宿毛市ホームページをご確認ください。
●開催が中止となった場合の損失については補償できかねますので、あらかじめご了承ください。

 問  生涯学習課（宿毛文教センター内）　☎ 63-3394　  63-2618　gakusyuu@city.sukumo.lg.jp
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情報コーナー
information宿毛

	 	 		 	 	 　  
	「女性の人権ホット

　　 ライン」　強化週間
	 	 		 	 	 　                  
女性の人権問題解消に向け、電話
相談の強化週間を実施します。期
間中は土・日曜日も相談をお受け
し、平日は 19 時まで相談をお受
けします。

期  間  11月12日（木）〜18日（水）
時  間  平日 :8 時 30 分～ 19 時

土日 :10 時～ 17 時
場  所  

平日 : 高知地方法務局人権擁護課	
土日 : 高松法務局人権擁護部

電  話  0570-070-810
内  容  DV、セクシュアル・ハラ

スメント、ストーカー、離婚問題、
暮らしの悩み事など女性をめぐる
人権問題
※相談無料、秘密厳守

 問  高知地方法務局人権擁護課  
　　☎ 088-822-3503

	 	 		 	 	 　  
	 第7回　幡多地域医療

	 連携フォーラム
	 	 		 	 	 　                  

日  時  11 月 14 日（土）
		  14 時～ 17 時
		  （13 時 30 分～受付開始）

場  所  
四万十市社会福祉センター
大会議室

（四万十市右山五月町８－３）
参加費  無料
定  員  先着 50 名

※事前申込制
感染予防のため人数制限がありま
す。事前に申し込みください。

その他  
●高知家健康パスポート事業対象
 問  幡多けんみん病院経営事業課

　　☎︎ 66-2222

	 	 		 	 	 　  
	 水道メーター（量水器）

	 取り替え
	 	 		 	 	 　                  
平成 24 年度、平成 25 年度に製
造した量水器（例 :A24- 〇〇〇
・A25- 〇〇〇）の取り替えを無
料で行っています。
●水道メーターの取り替え作業中

は水道が使用できません。
（15 分～ 30 分程度）

●取り替え作業はご不在の場合で
も、取り替え可能な場合は施工
します。

 問  水道課　☎︎ 63-3552

	 	 		 	 	 　  
	 水道水の濁りについて

	 	 		 	 	 　                  
水道管の破裂や緊急に消火栓を使
用した場合など、水道管の中を流
れる水の速さや方向が変わったと
きに濁った水が出ることがありま
す。その際は飲用や洗濯を控えて
いただき、しばらく蛇口から水を
流すと濁りは解消されます。それ
でも解消しない場合は水道課まで
ご連絡ください。水道の性質上、
濁りの発生は不可抗力であるため
損害の補償などはできませんので
ご理解のほどよろしくお願いいた
します。
 問  水道課　☎︎ 63-3552

	 	 		 	 	 　  
	 宿毛文教センター

　　殺虫消毒による臨時休館
	 	 		 	 	 　                  
11 月 9 日（月）は、宿毛文教セ
ンター全館の殺虫消毒を行うため、
入館することができません。当日
は職員（管理人含む）が終日不在
となりますのでお知らせします。
 問  中央公民館　☎︎ 63-2618

	 	 		 	 	 　  
	 Sマーク

　　「標準営業約款制度」
	 	 		 	 	 　                  
厚生労働大臣の認めたルールに
従って、お客様に安心・安全・清
潔のサービスを提供しているお店
をお知らせしています。
高知県では、理容・美容・クリー
ニングの３業種でこの制度を導入
しています。
毎年 11 月を「標準営業約款普及
登録推進月間」として、消費者の
皆さまに S マークを知っていた
だくとともに、営業者の方には登
録を呼びかけています。

 問  （公財）高知県生活衛生営業
指導センター☎︎ 088-855-5100

	 	 		 	 	 　  
	 令和2年分年末調整

	 説明会開催中止
	 	 		 	 	 　                  
例年実施していた年末調整説明会
は、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、開催を中止します。
なお、年末調整に関する各種情報
については、国税庁ホームページ
に年末調整特集ページを作成して
います。ご不明な点等があれば、
こちらのページをご覧ください。

（https://www.nta.go.jp/users/
gensen/nencho/index.htm）
 問  中村税務署

　　☎︎ 0880-35-2135

年末調整特集ページ
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	 宿毛市クリーンデー

	 	 		 	 	 　                  
市民総参加の清掃活動「宿毛市ク
リーンデー」の実施を予定してい
ます。多くの方のご協力をお願い
します。
※実施内容等は各地区で異なりますの

で、地区回覧等でご確認ください。
実施日  11 月 15 日（日）
予備日  11 月 22 日（日）

※小雨決行
※今後、宿毛市で新型コロナウイルス

の感染が確認された場合は、実施を
中止します。

 問  環境課　☎︎ 63-1697

	 今月の1日行政相談所　　

日  時  11 月 24 日（火）
	 13 時～ 15 時

場  所  宿毛文教センター
相談委員  三本 義男・山岡 まゆみ
 問  総務課　☎ 63-0948

	 	 		 	 	 　  
	 出張無料法律相談

	 	 		 	 	 　                  
日  時  11 月 24 日（火）　

	 13 時〜 16 時
※できるだけ事前にご予約ください。

場  所  
宿毛市総合社会福祉センター

相談対応者  
●高知弁護士会民事介入暴力対策

委員会弁護士　　１名
●高知県警察本部組織犯罪対策課

担当者　　　　　２名
●公益財団法人暴力追放高知県民

センター相談員　２名
相談内容

主に暴力団等に絡む困りごととし
ておりますが、法律問題や事件相
談等でお困りの方があれば、遠慮
なくご相談ください。
 問  （公財）暴力追放高知県民セ

ンター事務局
☎ 088-871-0003

	 	 		 	 	 　  
	 認知症予防教室

	 	 		 	 	 　                  
11 月は「若年性認知症の実態と
支援～認知症ちえのわ net の紹介
～」です。講師は高知大学医学部
附属病院の若年性認知症支援コー
ディネーターです。

日  時  11 月 27 日（金）
14 時～ 15 時

場  所  聖ヶ丘病院　作業療法室
参加費  無料　 事前申込  不要
駐車場  有

※新型コロナウイルスの感染拡大防止
のため、中止となる場合があります。

 問  聖ヶ丘病院　地域連携推進室　
中野・長尾　☎ 63-2146

	 	 		 	 	 　  
	 令和2年度　くらしと

	 こころ・つながる相談会
	 	 		 	 	 　                  

暮らしの相談

借金、金銭トラブル、多重債務、
生活保護、公的貸し付け

からだの健康相談

食欲がない、酒量が増える、眠れ
ない、体がしんどい

心の健康相談

不安が続く、やる気がでない、う
つ病などの精神疾患、精神障害に
関すること

仕事の相談

解雇、仕事がない、就職活動
日  時  

12 月 3 日（木）　13 時 30 分〜
16 時 30 分（受付は 16 時まで）

場  所  
ハローワーク四万十　地下会議室 

（四万十市右山五月町３番１２号）
申  込  不要	 料  金  無料

●弁護士や司法書士、保健師が相
談に応じます。

※相談の際は、マスクの着用や手洗い、
アルコール消毒等の感染予防対策へ
のご協力をお願いします。

※新型コロナウイルスの感染拡大防止
のため、中止となる場合があります。

 問  高知県障害保健支援課　
　　☎︎ 088-823-9669

	 	 		 	 	 　  
	 令和2年度自衛官等

	 採用試験募集要項
	 	 		 	 	 　                  

自衛官候補生

対  象  学歴不問
※対象 18 歳以上 33 歳未満の者　
　ただし、32 歳の者にあっては、採

用予定月の 1 日から起算して 3 月
に達する日の翌月の末日現在、33
歳に達していない者に限ります。

申込期間  随時受付
試験日  受付時にお知らせ
試験種目  筆記試験、口述試験、

適性検査および身体検査等

陸上自衛隊高等工科学校生徒

対  象  中学校卒業または中等教
育学校の前期課程修了者（見込
み者含む）で、平成 16 年 4 月 2
日から平成 18 年 4 月 1 日まで
の間に生まれた男子

申込期間  11 月１日（日）～
令和 3 年 1 月 6 日（水）

１次試験

試験日  令和 3 年 1 月 23 日（土）
※社会状況等により変更する場合があ

ります。
試験種目  筆記試験

2 次試験

試験日  令和 3 年 2 月 4 日（木）
～ 7 日（日）までの間の 1 日

（1 次試験合格者対象）
試験種目  口述試験、身体検査
 問  自衛隊高知地方協力本部

　　四万十地域事務所　
　　☎︎ 0880-35-3096
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　 	 第48回すくも俳句大会
	 	 		 	 	 　                  
俳句を通じて心豊かな生活・生き
がいづくりを目的に活動している
宿毛市内・外の俳句愛好者が交流
を深める大会です。

日  時  11 月 15 日（日）10 時
場  所  宿毛文教センター
選  者  味元  昭次  先生
投  句  雑詠　5 句

	 （投句締切　12 時）
賞  大会賞 3 句　秀逸 5 句

会  費  1 千円
主　催　すくも俳句会・宿毛市教
育委員会
 問  すくも俳句会  篠田  たけし

　　☎︎ 63-3001

	 	 		 	 	 　  
　 	 寒蘭の里とさ宿毛展示
	 大会の中止
	 	 		 	 	 　                  
例年、皆さんから多大なご支援・
ご協力をいただいて開催している
寒蘭の里とさ宿毛展示大会につい
て、新型コロナウイルス感染拡大
を受け、実行委員会において今年
度の開催について協議しました
が、来場される皆さんの安全を第
一に考えた結果、今年度の開催を
中止することとなりました。
 問  商工観光課　☎︎ 63-1119

	 	 		 	 	 　  
	 市営住宅入居者募集

	 	 		 	 	 　                  
市営住宅

募集団地  
●小森第 2 団地 1 戸  3DK　　
●西町第 2 団地 1 戸  3DK  
●平井団地 1 戸  3DK

受付期間  
11 月 9 日（月）～ 24 日（火）

西町地域振興住宅

所在地  西町 4 丁目 2 番 20 号
間取り  3DK（6 帖× 2、4 帖半）
構  造  

鉄筋コンクリート造 5 階建て
※エレベーター無

契約形式  定期借家方式
家  賃  3 万円　 共益費  2 千円
駐車場  1 千円（1 台／ 1 世帯）
敷  金  9 万円（家賃× 3 カ月）
受付期間  随時受付

共通

入居資格条件  有
申込書配布場所  ●都市建設課

●小筑紫支所  ●東部支所
受付場所  都市建設課

※土・日・祝日を除く

 問  都市建設課　☎︎ 63-1120

	 	 	 	 　  
  第21回フォトコンテスト

	「宿毛湾だるま夕日および
        宿毛の四季」
	 	 		 	 	 　                  
だるま夕日と宿毛の四季折々の自
然や観光地等をテーマにした写真
を募集します。

期  間  11 月 1 日（日）～
令和 3 年 2 月 12 日（金）必着

一般写真部門
規  格  カラープリント・単写真・

4 ツ切・4 ツ切ワイド・A4 サイズ
応募方法  

写真裏面に応募票添付の上送付
応募点数  1 人 5 点まで
審査員  前田  博史氏

（高知市在住写真家）
賞  ●大賞 1 点　●金賞 1 点

	 ●銀賞 1 点　　　　他
インスタ部門

応募方法  Instagram「sukumo.
tourism」をフォローし、「＃すく
もフォトコン」「＃撮影場所」の
2 つをつけて写真を投稿

応募点数  制限なし
賞  ●最優秀賞 1 点

	 ●優秀賞 1 点　　　他
※当フォトコンテストは、来年趣向を

変えてリニューアルを予定しており
ます。

 問  （一社）宿毛市観光協会
　　☎ 63-0801

宿毛市では半島地域の税制特例制度により、国税・地方税の優遇措置が受けられます
対象地域  宿毛市内全域　 適用期限  令和３年 3 月 31 日（水）まで
優遇措置  国税 : 割増償却、県税 : 不均一課税（事業税・不動産取得税）、市税 : 不均一課税（固定資産税）
対象業種  製造業・旅館業・農林水産物販売業・情報サービス業等

必要書類や詳しい要件、申請時期など、詳細は担当にご確認ください。
国税・地方税の優遇措置の各担当

国税 県税 市税

中村税務署　☎ 0880-35-2135 幡多県税事務所　☎ 0880-35-5972 税務課固定資産税係　☎ 63-1203

 問  企画課  ☎ 63-1118
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思いっきりたのしむ！思いっきりたのしむ！

イベントマルシェイベントマルシェ

みんなの🏠おうち こども食堂  ゆめ

日  時  11 月 14 日（土）
11 時 30 分〜 14 時 30 分

場  所  みんなの 🏠 おうち（中央 1 丁目 1-30）
参加費 大人　300 円　小学生以上　100 円

（幼児　無料）　※お弁当の場合、200 円

メニュー   ちらし寿司＆むかごご飯　いもたき　
おでん　秋野菜のサラダ　大学芋　みかん
※ 50 食程度、用意しています。
※感染対策上、お弁当になる場合もあります。
※メニューが変更する場合があります。
※アレルギー対応はしていません。
※お弁当の場合は、メニューが違います。
主  催　こども食堂ゆめ　共  催　ワールドスマイル
後  援　宿毛市

毎月手作りの美味しいランチを用意しています。
おひとりでもお友達と一緒でも大歓迎です。

 問 こども食堂 ゆめ　☎︎090-5146-7529

宿毛‼ワクワクたいけんひろば

 問 NPO 法人じんけんネットすくも　☎ 090-9710-3321（日・祝を除く 9 時～ 17 時）

日  時 11 月 14 日（土）　
● 10時～ 12時　
　小物作り教室「手作り石鹸とフェイスシールド」
　 講  師 宿毛工業高等学校　池内先生、高校生
　（参加費500円（昼食込）/申込制/小・中学生対象）
● 13時～ 16時 30分　自由交流

日  時 11 月 28 日（土）　
● 10時～ 12時  

小物作り教室「アロマを使ったオーナメント」
　 講  師  西尾  由加子　さん
　（参加費500円（昼食込）/申込制/小・中学生対象）
● 13時～ 16時 30分　自由交流

※ 13 時～ 14 時　バルーンアート
（希望者のみ / 先着 25 名）

場  所  正和児童館
主　催　宿毛市

子どもだけでなく高齢者や障がい者など誰もが垣根なくすごせる居場所づくりを目指しています。
※皆さんに安心して参加いただけるよう感染防止対策として、マスク着用、手指の消毒、間隔を取った横並びの食事などの
　ご協力をお願いします。
※自由交流は参加費無料・申込不要

LINE 登 録 後、LINE で の
申し込みも受付けます。

じんけんネットすくも
LINEQR

心も体もホッとできるあたたかい、安心安全な第３
の居場所を提供する事業やイベントを行っています。
11 月の開催予定は次のとおりです。

場  所  みんなの 🏠 おうち
　　　 （中央 1 丁目 1-30）
参加費  無料

主  催　ゆめ・スマイル
共  催　こども食堂 ゆめ・
　　　  ワールドスマイル
後  援　宿毛市
 問 ゆめ・スマイル　☎︎090-5910-0989

11 月の開催日時 内容

9 時 ～ 12 時

3 日（火）こどもから大人までの居場所

17 日（火）新聞バッグ作り

28 日（土）髪飾り、小物入れ作り
（材料費 200 円、先着 5 名、申込必要）

15 時 ～ 18 時
12 日（木）宿題したり、遊んだり、お友達と一緒

にどうぞ！26 日（木）

10 時 ～ 14 日（土）清宝寺・本堂にてイベント開催！
終了後、こども食堂
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読書週間「ラストページまで駆け抜けて」
　10 月 27 日（火）～ 11 月 9 日（月）までの２週間は第 74 回読書
週間です。今回の標語は「ラストページまで駆け抜けて」
読書週間に合わせ、坂本図書館では企画展示や読書クイズを行ってい
ますので、ぜひお立ち寄りください。

図書館読書クイズ

小中学生を対象とした、図書館内の書籍を使っての読書クイズ。全問
正解者には抽選で賞品をプレゼントします。回答用紙と回収ボックス
は図書館内に置いています。ぜひご応募ください。

期  間  10 月 31 日（土）～ 11 月 26 日（木）　 対  象  小・中学生
図書企画展示

「11 月」は「ミステリー」と題し、「日本の名探偵」、「世界の名探偵」、
「不思議な世界」の３つのコーナーを用意し図書を展示します。ぜひご
来館ください。

期  間  10 月 31 日（土）〜 11 月 26 日（木）

 問  坂本図書館　☎︎ 63-2654

坂本図書館新刊だより
（内容紹介は、㈱図書館流通センター TRC MARC より）

●あつかったらぬげばいい
ヨシタケシンスケ　著

白泉社　
ヘトヘトにつかれたら、だ
れもわかってくれなかった
ら、せかいがかわってしまっ
たら…。子ども、大人、お
じいちゃんのさまざまな疑
問に痛快に答える、ヨシタ
ケ式心を緩める絵本。

●だれかなぁ ?
みやにしたつや　作・絵／鈴木出版

●脳のなかのびっくり事典
こざきゆう　文、加納徳博　絵／ポプラ社

●灯台からの響き
宮本輝　著

集英社
本の間から、亡き妻宛てに 30 年
前に届いたハガキを見つけた康平。
そこに描かれていたのは、海岸線
と灯台のように見える線画。妻の
過去を知るために、康平は灯台を
巡る旅に出る…。『北日本新聞』ほ
か掲載を単行本化。

●半沢直樹 アルルカンと道化師
池井戸潤　著／講談社

●武漢日記　封鎖下 60日の魂の記録
方方　著／河出書房新社

 問  坂本図書館　☎ 63-2654

休日市税納付窓口開設日
月 日 場　所 開設時間
11 22（日） 市役所税務課   9:00 ～ 17:00

※お昼休みも納付できます。

夜間市税納付窓口開設日
月 日 場　所 開設時間

11
12（木）

市役所税務課 17:15 ～ 19:00
26（木）

納付は 口座振替・ コンビニ納付 が便利

固定資産税　　  4 期

国民健康保険税　5 期

介護保険料　　　5 期

後期高齢者医療保険料　5 期

1111
3030

納
期
限

（月）

5・6・12・13・19
　　　　　20・26・27・31

1・7・8・14・15・
　　　　　22・23・28・29

12月

11月高知けいば
パルス宿毛

〈HP〉http://www.keiba.or.jp
〈i-mode〉http://www.keiba.or.jp/i/

開館時間  10 時～ 18 時 30 分
土・日  18 時まで

休館日 毎週月曜日、毎月最終金曜日、
　　　12 月 29 日～ 1 月 3 日、祝日
※月曜日と祝日が重なる場合、直近
　の平日も休館日となります。
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を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
に

は
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
九
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
十
六
日
に
は
議

案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
「
国

の
持
続
化
給
付
金
等
や
地
方
自
治

体
の
給
付
金
・
支
援
金
等
に
対
し

て
課
税
さ
れ
な
い
仕
組
み
の
構
築

を
求
め
る
意
見
書
決
議
の
お
願
い
」

が
不
採
択
、
「
公
立
学
校
教
職
員
の

長
時
間
労
働
の
解
消
を
進
め
る
よ

う
県
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
」
が
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
議
員
か
ら
「
公
立

学
校
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
解

消
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」

及
び
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提

出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
及
び

議
案
第
四
十
七
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で

三
十
四
億
九
千
四
百
五
十
万
四
千

円
が
増
額
補
正
さ
れ
、
累
計
で
二

百
二
十
五
億
六
千
八
百
九
十
一
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
新
庁
舎
建
設
工
事
費

二
十
六
億
六
千
七
百
一
万
六
千
円

○
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
経
費

一
億
五
千
四
百
四
十
一
万
八
千
円

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
事
業

…
…
一
億
五
千
六
十
六
万
九
千
円

○
宿
毛
市
住
宅
耐
震
改
修
促
進
費

補
助
金

…
…
四
千
六
百
六
十
七
万
三
千
円

○
宿
毛
市
中
小
企
業
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
費

補
助
金

…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
千
万
円

　
第
三
回
定
例
会
は
、
令
和
二
年
九
月
八
日
に
開
会
し
、
十
八

日
間
の
会
期
で
九
月
二
十
五
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第103号



◎
議
案
第
二
十
五
号
「
宿
毛
市
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申

請
及
び
交
付
が
で
き
る
よ
う
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
二
十
七
号
「
宿
毛
市
立

公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

　
片
島
公
民
館
を
解
体
撤
去
す

る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
三
十
号
か
ら
第
三
十
三

号
「
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
」

　
土
佐
清
水
市
・
大
月
町
・
三

原
村
・
黒
潮
町
の
四
市
町
村
と

の
間
で
個
々
に
締
結
し
た
「
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
」

の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

件
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
三
十
四
号
「
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て
」

　
令
和
元
年
七
月
三
日
の
議
会

議
決
を
受
け
契
約
締
結
し
た
「
小

深
浦
高
台
造
成
工
事
」
に
つ
い
て
、

工
事
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
の
で
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
議
案
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十

六
号
「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

　
沖
の
島
辺
地
、
北
部
辺
地
、
西

部
辺
地
、
南
部
辺
地
に
お
け
る

公
共
的
施
設
の
整
備
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
辺
地
対
策
事
業

債
の
申
請
を
行
う
に
は
本
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特

別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
」
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
　

採
　

択

趣
旨
採
択

第
9
号

第
10
号

国
の
持
続
化
給
付
金
等
や
地
方
自
治
体
の
給
付
金
・

支
援
金
等
に
対
し
て
課
税
さ
れ
な
い
仕
組
み
の
構
築

を
求
め
る
意
見
書
決
議
の
お
願
い

公
立
学
校
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
解
消
を
進
め
る

よ
う
県
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事

業
、
国
民
宿
舎
運
営
事
業
、
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査

会
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
）
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

令
和
二
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、

学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
運
営
事
業
、

介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
並
び
に
水
道
事

業
会
計
の
補
正
予
算

宿
毛
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

宿
毛
市
立
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

宿
毛
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

宿
毛
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

土
佐
清
水
市
・
大
月
町
・
三
原
村
・
黒
潮
町
と
の
定
住

自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

令
和
二
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算

公
立
学
校
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
解
消
を
進
め
る
よ

う
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財

政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書

～～～
第
1
号

第
2
号

第
14
号

第
15
号

第
24
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
33
号

第
34
号

第
35
号

第
42
号

第
43
号

第
46
号

第
47
号

意
見
書
案

第
1
号

第
2
号

〜〜

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他

▼ 

陳
　
　 
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。



山上 庄一 議員

A
　
中
村
宿
毛
道
路
開
通
後
の
現
状
、

通
勤
時
間
帯
の
混
雑
、
騒
音
等
問

題
点
は
な
い
か
問
う
。

B
　
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
宿

毛
和
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
及

び
並
行
す
る
国
道
五
六
号
の
合
計

の
交
通
量
は
、
一
日
当
た
り
約
一

万
五
千
台
で
、
そ
の
約
五
割
に
あ

た
る
七
千
四
百
台
が
中
村
宿
毛
道

路
を
利
用
し
て
い
る
。
国
道
五
六

号
平
田
交
差
点
の
交
通
量
は
五
割

減
少
し
、
和
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
は
信
号
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の

調
整
で
滞
留
が
緩
和
し
た
。
ま
た
、

宿
毛
市
斎
場
付
近
に
目
隠
し
柵
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

国
土
交
通
省
と
協
議
し
、
年
内
完

成
を
目
指
し
て
設
置
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

A
　
今
後
の
延
伸
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
四
国
横
断
自
動
車
道
、
宿
毛
・

内
海
間
は
、
市
街
地
と
の
連
絡
性

を
優
先
す
る
バ
イ
パ
ス
案
の
ル
ー

ト
帯
と
宿
毛
新
港
周
辺
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
配
置
案
が
示
さ
れ
て

い
る
。
現
在
は
都
市
計
画
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
の
調

査
を
実
施
中
で
あ
り
、
早
期
事
業

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
国
に
要
望
し

て
い
く
。

A
　
宿
毛
が
単
な
る
通
過
点
に
な

ら
な
い
た
め
の
対
策
を
問
う
。

B
　
沿
線
地
域
が
単
な
る
通
過
点

に
な
る
懸
念
が
あ
る
一
方
で
、
よ

り
早
く
宿
毛
市
に
来
ら
れ
る
の
で

観
光
資
源
の
魅
力
を
積
極
的
に
情

報
発
信
し
、
西
南
地
域
の
市
町
村

や
各
観
光
施
設
と
も
連
携
し
目
的

地
と
し
て
の
誘
客
促
進
に
取
り
組
む
。

必
ず
宿
毛
に
寄
ら
な
い
と
損
を
す

る
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

A
　
相
談
件
数
と
そ
の
対
策
を
問
う
。

B
　
健
康
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
二
百
四
十
四
件
の
相
談
が
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
不
安
等
が
八
十
八
件
と
な

っ
て
い
る
。
多
岐
に
わ
た
る
個
別

の
相
談
に
は
具
体
的
な
感
染
対
策

の
方
法
を
お
伝
え
し
て
い
る
。
ま
た
、

広
報
な
ど
で
子
供
の
心
へ
の
対
応
、

大
人
の
心
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
周
知

し
た
。
今
後
も
国
や
県
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
市
民
の
不
安
解
消

に
努
め
る
。

A
　
現
在
の
が
ん
検
診
、
特
定
健

診
の
受
診
状
況
と
感
染
対
策
、
受

診
機
会
の
提
供
対
策
を
問
う
。

B
　
肺
が
ん
の
検
診
者
数
は
微
増
、

そ
の
他
の
健
診
は
全
て
減
少
し
て

い
る
。
受
診
者
数
が
減
少
し
た
要

因
と
し
て
は
、
四
月
、
五
月
の
集

団
健
診
を
延
期
し
た
こ
と
や
、
広

い
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
の
会
場

変
更
に
よ
り
受
診
の
機
会
を
逃
し

て
し
ま
っ
た
方
、
感
染
リ
ス
ク
を

考
え
受
診
を
控
え
た
方
が
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
や
宿
毛
市

総
合
運
動
公
園
で
実
施
し
て
い
る

集
団
健
診
は
、
今
年
度
は
あ
と
三

回
と
な
っ
て
い
る
。
会
場
内
の
感

染
予
防
の
対
策
を
行
い
、
受
診
者

に
も
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
安
心
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
市
長
は
、
現
状
の
街
路
樹
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
街
路
樹
は
、
沿
道
と
の
景
観

の
調
和
を
図
り
、
地
域
の
美
観
風

致
の
向
上
に
加
え
、
歩
行
者
交
通

闍倉 真弓 議員

　
第
三
回
（
九
月
）
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
四
日
、
十

五
日
、
十
六
日
の
三
日
間
に
九
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
質
問
順
位
に
よ
る
﹈ 市政のそこが聞きたい! !市政のそこが聞きたい! !

高
速
道
路
に
つ
い
て

街
路
樹
の
在
り
方
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

健
康
対
策
に
つ
い
て



と
自
動
車
交
通
を
分
離
し
、
歩
行

者
の
車
道
横
断
や
飛
び
出
し
の
防
止
、

運
転
者
の
視
線
誘
導
、
自
動
車
の

衝
突
緩
和
、
木
陰
形
成
、
そ
し
て

雨
天
時
の
水
は
ね
防
止
な
ど
様
々

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

A
　
問
題
は
、
街
路
樹
及
び
雑
草

が
死
角
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
や
、

ま
ち
が
き
れ
い
に
見
え
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
景
観
を
損
ね
た
り
、
交
差
点

付
近
や
乗
入
口
な
ど
の
視
界
の
妨

げ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
雑
草
が

茂
る
前
に
除
草
を
実
施
す
る
よ
う

努
め
て
い
る
が
、
日
常
的
な
維
持

管
理
に
は
苦
慮
し
て
い
る
。

A
　
街
路
の
植
樹
帯
に
花
を
植
え

て
い
た
だ
く
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、

花
の
植
栽
の
徹
底
を
図
る
こ
と
も
、

一
つ
の
選
択
肢
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
お
花
お
も
て
な
し
事
業
と
し
て
、

地
域
住
民
等
が
行
う
自
発
的
な
環

境
美
化
活
動
を
支
援
し
、
草
花
を

植
栽
し
、
環
境
美
化
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
明
る
く
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
や
、
観
光
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

取
組
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
周
知
を
行
い
、
皆
様
の
御

協
力
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、

低
木
を
な
く
し
て
は
ど
う
か
。
宿

毛
は
大
都
会
で
も
な
い
し
、
周
囲

を
見
渡
せ
ば
山
に
は
緑
が
一
杯
。
わ

ざ
わ
ざ
お
金
が
か
か
る
こ
と
を
や

る
必
要
は
な
い
と
い
う
意
見
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

B
　
低
木
の
撤
去
は
、
既
に
一
部

の
交
差
点
周
り
で
視
線
の
障
害
と

な
る
街
路
樹
の
撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
住
民
等
が
行
う
自
発

的
な
環
境
美
化
活
動
に
対
し
て
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
市
と
し
て
も

低
木
か
ら
草
花
の
植
栽
へ
の
変
更

を
推
進
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
景
観
や
安
全
面
で
の
調

整
を
行
い
な
が
ら
、
低
木
の
撤
去

を
検
討
し
て
い
く
。
低
木
に
は
緩

衝
材
、
飛
び
出
し
防
止
な
ど
の
役

割
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

補
完
し
な
が
ら
、
何
と
か
撤
去
が

で
き
な
い
か
、
現
在
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

A
　
街
路
樹
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
空
間
の
使
い
分
け
で
地

上
部
分
は
我
々
が
利
用
し
、
緑
は

頭
の
上
に
あ
る
よ
う
に
し
て
、
高

木
の
枝
打
ち
、
ツ
リ
ー
サ
ー
ク
ル

や
ス
ツ
ー
ル
（
椅
子
）
の
設
置
を
し

て
は
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

B
　
高
木
の
周
囲
へ
の
ツ
リ
ー
サ

ー
ク
ル
と
ス
ツ
ー
ル
の
設
置
の
提

案
は
、
歩
道
幅
員
や
安
全
性
な
ど

の
問
題
も
あ
り
、
今
後
、
低
木
の

撤
去
と
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　
高
木
の
枝
打
ち
は
、
枝
葉
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
剪
定
を
実
施
し
、
下
の
空
間

を
脅
か
す
枝
葉
が
伸
び
な
い
よ
う

に
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

A
　
工
事
の
進
捗
率
と
三
月
ま
で

の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
合
築
校
舎
な
ど
の
工
事
が
二

月
末
に
完
了
し
、
三
月
に
竣
工
検

査
と
市
に
よ
る
完
成
確
認
を
行
う
。

進
捗
率
は
八
月
末
時
点
で
十
九
％

と
な
っ
て
い
る
。

A
　
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
事
業
費

は
総
計
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

B
　
現
在
見
積
り
徴
収
中
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ
の
対
応
費
用
を

除
く
と
、
当
初
の
消
費
税
を
含
め

た
契
約
金
額
四
十
二
億
九
千
四
百

九
十
二
万
一
千
六
百
三
円
か
ら
消

費
税
率
改
正
及
び
杭
基
礎
の
変
更

に
よ
り
二
億
五
千
四
百
七
十
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
存
在

を
市
の
林
業
戦
略
上
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
協
力
隊
員
に
自
伐
型
林
業
を

実
践
し
て
も
ら
う
中
で
、
山
主
の
方
々

に
も
利
益
が
還
元
で
き
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
た
だ
き
、
林
業
に
対

す
る
意
識
や
林
業
経
営
に
対
す
る

意
欲
の
向
上
な
ど
、
林
業
全
般
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
大
変

期
待
し
て
い
る
。

A
　
現
在
、
こ
の
協
力
隊
の
到
達

点
は
ど
の
レ
ベ
ル
だ
と
考
え
る
か
。

B
　
三
年
目
を
迎
え
る
隊
員
は
二

名
い
る
が
、
既
に
森
林
所
有
者
や

林
業
関
係
者
か
ら
の
信
頼
を
得
、
関

係
性
も
構
築
で
き
て
お
り
、
技
術

的
に
も
森
林
整
備
を
請
負
え
る
段

階
に
あ
る
と
考
え
る
。

A
　
協
力
隊
で
の
研
修
・
実
践
を

終
え
て
、
自
伐
型
林
業
の
実
践
者

と
し
て
自
立
し
た
活
動
を
展
開
し

よ
う
と
す
る
時
に
、
経
済
的
に
引

き
合
い
、
成
立
す
る
の
か
ど
う
か
。

市
と
し
て
の
試
算
を
問
う
。

B
　
植
樹
後
五
十
年
ほ
ど
の
人
工

林
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
に
三
ヵ

月
の
作
業
期
間
で
、
五
十
立
方
メ

ー
ト
ル
の
木
材
の
販
売
価
格
が
五

十
万
円
、
各
種
補
助
金
収
入
九
十

一
万
円
、
合
計
百
四
十
一
万
円
か

ら
必
要
経
費
七
十
七
万
円
を
引
い

た
額
、
六
十
四
万
円
程
度
に
な
る

と
試
算
し
て
い
る
。

A
　
補
助
金
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。

B
　
作
業
道
開
設
に
対
す
る
補
助

が
人
工
林
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り

三
百
メ
ー
ト
ル
分
で
六
十
万
円
、
間

伐
作
業
分
で
十
六
万
円
、
機
械
レ

ン
タ
ル
分
と
し
て
十
五
万
円
、
合

計
九
十
一
万
円
と
な
る
。

A
　
必
要
経
費
は
ど
の
程
度
か
。

B
　
作
業
道
開
設
に
使
用
す
る
重

機
の
レ
ン
タ
ル
代
が
三
十
万
円
、
燃

料
代
が
十
八
万
円
、
木
材
の
運
搬

費
用
十
五
万
円
、
販
売
手
数
料
が

十
万
円
、
山
主
へ
の
支
払
い
が
販

売
金
額
の
一
割
程
度
と
し
て
四
万

山戸 　寛 議員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
学
校
建
設
事
業

に
つ
い
て

自
伐
型
林
業
と
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て



円
、
合
計
七
十
七
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

A
　
林
業
の
問
題
は
、
森
林
組
合

等
の
大
規
模
林
業
開
発
の
例
も
含

め
て
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
市
の

森
林
政
策
を
推
進
し
て
い
く
市
長

の
見
解
を
問
う
。

B
　
本
市
林
業
を
成
長
産
業
と
し

て
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、

自
伐
林
家
が
行
う
小
規
模
林
業
と

大
規
模
集
約
型
の
林
業
が
、
お
互

い
に
補
完
し
合
う
形
で
発
展
で
き

る
よ
う
、
林
業
施
策
を
推
進
し
た
い
。

A
　
宿
毛
市
が
国
に
陳
情
す
る
場

合
に
は
、
地
元
選
出
の
代
議
士
が

同
行
す
る
の
は
至
極
普
通
の
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
、
選
挙
区
の
違
う

中
谷
元
防
衛
大
臣
が
同
行
し
、
地

元
高
知
二
区
選
出
の
広
田
一
氏
等

が
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

B
　
こ
れ
ま
で
も
ご
案
内
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
参
加
し
て
い
な
い
。

A
　
中
谷
氏
は
、
元
防
衛
大
臣
と

い
う
肩
書
が
あ
る
の
で
事
前
に
市

長
と
打
ち
合
わ
せ
の
上
で
、
市
長

の
代
わ
り
に
防
衛
大
臣
に
直
談
判

さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今

回
の
発
言
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
に
つ
い
て
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
の
か
。

B
　
中
谷
氏
の
発
言
は
一
国
会
議

員
と
し
て
の
立
場
で
の
発
言
で
あ

り
コ
メ
ン
ト
す
べ
き
で
は
な
い
。
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
は
全
く
計
画
が

な
い
。

A
　
宿
毛
市
と
し
て
の
公
式
な
陳

情
の
場
に
お
け
る
発
言
で
あ
る
。
市

長
の
思
い
と
真
逆
な
発
言
に
つ
い

て
抗
議
な
り
、
撤
回
を
求
め
る
べ

き
で
な
か
っ
た
か
。

B
　
検
討
も
し
て
い
な
い
問
題
で

あ
る
の
で
賛
同
も
し
な
け
れ
ば
抗

議
も
し
な
か
っ
た
。

A
　
基
地
誘
致
の
陳
情
は
、
経
費

の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
か
。
陳
情

し
な
く
て
も
、
国
が
必
要
と
考
え

た
場
合
、
な
り
ふ
り
構
い
な
く
基

地
建
設
に
向
け
て
邁
進
し
て
く
る
。

企
業
誘
致
の
取
組
と
全
く
違
う
。

B
　
自
衛
隊
の
誘
致
は
、
企
業
誘

致
と
は
手
法
は
違
う
が
目
的
は
同

じ
で
あ
り
、
無
駄
な
経
費
と
は
考

え
て
い
な
い
。

A
　
現
在
の
感
染
状
況
に
つ
い
て

市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
で

あ
る
の
か
問
う
。

B
　
全
国
的
な
感
染
状
況
は
落
ち

着
き
が
見
ら
れ
な
い
が
、
本
市
で

は
幸
い
に
も
落
ち
着
い
た
と
考
え
る
。

A
　
感
染
拡
大
の
収
拾
の
め
ど
が

立
っ
て
い
な
い
中
で
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
認
識
を
問
う
。

B
　
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
、
本
市
へ
の
人
の
流
れ

を
作
り
、
地
域
経
済
を
回
復
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A
　
学
校
の
休
校
に
よ
る
授
業
時

間
の
確
保
に
つ
い
て
の
取
組
を
問
う
。

B
　
一
斉
休
校
に
よ
り
、
二
十
四

日
間
程
度
授
業
日
が
不
足
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
夏
休
み
の
短
縮
や

学
校
行
事
の
見
直
し
等
に
よ
り
不

足
す
る
二
十
四
日
に
つ
い
て
は
確

保
し
て
い
る
。

A
　
学
校
現
場
や
教
育
委
員
会
で

の
混
乱
し
て
い
る
諸
悪
の
根
源
は
、

安
倍
総
理
に
よ
る
全
国
の
教
育
現

場
に
何
一
つ
相
談
も
な
い
ま
ま
休

校
要
請
が
突
然
な
さ
れ
た
こ
と
に

あ
る
。
総
理
大
臣
に
休
校
を
決
め

る
権
限
も
要
請
す
る
権
限
も
な
い
。

総
理
に
よ
る
休
校
要
請
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
法
的
根
拠
や
権
限
に
基
づ

く
も
の
と
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
学
校
の
休
業
決
定
は
市
町
村

教
育
委
員
会
に
あ
る
。
文
部
科
学

省
か
ら
の
休
業
要
請
を
受
け
て
、
臨

時
の
委
員
会
を
開
催
し
て
決
定
し
た
。

A
　
市
長
、
議
長
ら
が
防
衛
省
に

自
衛
隊
誘
致
の
陳
情
の
際
、
中
谷

元
防
衛
大
臣
と
中
西
参
議
院
議
員

が
河
野
防
衛
大
臣
に
、
オ
ス
プ
レ

イ
を
宿
毛
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
と

進
言
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
誰
の

要
求
か
。

B
　
中
谷
衆
議
院
議
員
の
発
言
だ
。

A
　
要
望
書
提
出
者
の
市
長
、
議
長
、

商
工
会
会
頭
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
と
し
て
自
衛
隊

誘
致
を
求
め
た
の
で
は
な
い
の
か
。

B
　
何
が
来
る
か
決
ま
っ
て
な
い

状
況
で
、
い
い
悪
い
と
い
う
話
は

で
き
な
い
。
色
々
な
可
能
性
を
模

索
し
、
自
衛
隊
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
何
も
オ
ス
プ
レ
イ
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

A
　
答
弁
か
ら
、
オ
ス
プ
レ
イ
も

自
衛
隊
誘
致
の
選
択
肢
に
入
る
と

私
は
捉
え
た
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
宿

毛
に
配
備
さ
れ
た
ら
ど
ん
な
任
務

を
負
い
、
ど
ん
な
訓
練
を
行
う
の
か
。

B
　
十
七
機
を
佐
賀
空
港
に
配
備

す
る
方
針
で
、
防
衛
省
か
ら
そ
れ

に
対
し
て
変
わ
っ
た
話
は
聞
い
て

い
な
い
。
本
市
へ
の
配
備
計
画
は

当
然
な
い
。

A
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
空
港
配

今城 　隆 議員

松浦 英夫 議員

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
計

画
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

オ
ス
プ
レ
イ
誘
致
問
題

に
つ
い
て



備
の
目
的
は
、
海
上
上
陸
作
戦
な

ど
を
行
う
佐
世
保
の
水
陸
機
動
団

と
一
体
で
運
用
し
、
南
西
諸
島
防

衛
に
あ
た
る
と
い
う
。
防
衛
省
は
、

暫
定
配
備
の
木
更
津
市
に
対
し
て
、

低
空
飛
行
訓
練
及
び
夜
間
飛
行
訓

練
を
行
い
、
十
七
機
そ
ろ
え
ば
一

日
十
五
回
の
離
着
陸
を
す
る
と
回

答
し
て
い
る
。
こ
れ
が
来
れ
ば
、
宿

毛
市
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
と
考
え
る
か
。

B
　
検
討
し
て
い
な
い
の
で
、
現
在
、

答
え
る
も
の
を
自
分
は
持
っ
て
い

な
い
。

A
　
佐
賀
な
ど
各
地
の
反
対
運
動
は
、

低
空
飛
行
に
よ
る
騒
音
、
落
下
物
、

墜
落
の
危
険
を
訴
え
る
も
の
だ
。
宿

毛
で
も
住
民
か
ら
二
千
筆
あ
ま
り

の
反
対
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
ど
う
思
う
か
。

B
　
提
出
い
た
だ
い
た
方
々
の
意

見
を
聞
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

A
　
補
正
予
算
の
水
陸
両
用
機
活

用
可
能
性
調
査
費
は
、
自
衛
隊
機

の
活
用
可
能
性
調
査
か
。

B
　
宿
毛
湾
へ
の
観
光
誘
致
で
ず

っ
と
温
め
て
き
た
事
業
だ
。
民
間

の
遊
覧
飛
行
艇
で
あ
る
。
自
衛
隊

と
ど
う
い
っ
た
関
係
が
あ
る
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
全
く
関
係
が
な

い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

A
　
十
分
な
論
議
や
住
民
合
意
が

な
い
以
上
、
市
が
オ
ス
プ
レ
イ
誘

致
を
進
め
る
こ
と
は
な
い
と
約
束

で
き
る
か
。

B
　
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は

重
要
だ
。
限
ら
れ
た
時
間
で
議
論

を
進
め
る
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
多

く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

か
提
案
い
た
だ
き
、
一
緒
に
取
り

組
み
た
い
。

A
　
高
台
造
成
工
事
の
完
了
時
期

を
聞
く
。

B
　
工
期
の
十
二
月
二
十
八
日
、

予
定
ど
お
り
に
完
成
す
る
だ
ろ
う
。

A
　
一
億
二
千
万
円
の
増
額
変
更

契
約
は
、
県
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
た
も
の
か
。

B
　
一
部
書
類
の
作
成
が
不
足
し

て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
設
計
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

A
　
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
成

り
得
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
い
て
本
市
の
現
状
と
情
報
モ
ラ

ル
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
は

小
学
校
五
・
六
年
生
で
約
三
十
九
％
、

中
学
生
で
約
七
十
％
で
あ
る
。
大

変
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
反
面
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
が
各
学
校
で
情
報
モ
ラ
ル

教
室
を
開
催
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る

正
し
い
知
識
、
情
報
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
中
学
生
に
対
し
て
は
自
ら

を
律
し
主
体
的
に
ル
ー
ル
を
守
る

取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

学
校
、
生
徒
、
保
護
者
間
の
合
意
、

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
幡
多

六
市
町
村
の
関
係
機
関
と
も
協
議

し
時
代
に
即
し
た
新
た
な
ル
ー
ル

づ
く
り
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

A
　
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
誘
致
要

望
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
本
市
は
従
前
よ
り
議
会
と
一

体
と
な
っ
て
誘
致
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
定
期
的
に
防
衛
省
や

呉
地
方
総
監
部
に
要
望
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
平
成
三
十
年
六
月
市

議
会
の
自
衛
隊
誘
致
促
進
に
関
す

る
決
議
が
議
決
さ
れ
て
以
後
も
、
市
、

議
会
、
商
工
会
議
所
が
三
者
一
体

と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

新
港
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
平
成

十
一
年
以
降
、
五
十
隻
以
上
の
自

衛
艦
船
が
入
港
し
、
経
済
活
性
化

は
も
ち
ろ
ん
、
連
携
し
た
防
災
訓

練
に
よ
り
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
、
防
災
力
の
強
化
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
活
動
し
て
い
る
。

A
　
平
成
三
十
年
の
西
日
本
豪
雨

の
際
、
自
衛
隊
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
た
の
か
。

B
　
豪
雨
の
た
め
職
員
も
参
集
で

き
な
い
そ
の
日
の
朝
、
高
知
駐
屯

地
よ
り
連
絡
員
が
到
着
し
午
後
に

は
総
合
運
動
公
園
を
拠
点
と
し
て

活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
山
間
部
の

集
落
の
安
否
確
認
、
土
砂
、
倒
木
、

が
れ
き
の
撤
去
等
、
円
滑
な
連
携

の
も
と
適
確
、
迅
速
に
早
期
の
復

旧
活
動
が
行
わ
れ
た
。
大
月
町
で

の
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
を
は

じ
め
孤
立
者
の
救
助
、
給
水
支
援
、

道
路
復
旧
な
ど
県
内
外
か
ら
赴
い

た
自
衛
隊
の
災
害
対
処
活
動
が
実

施
さ
れ
、
応
急
復
旧
に
多
大
な
貢

献
を
果
た
さ
れ
た
。
災
害
発
生
時
、

自
治
体
の
み
の
対
応
対
策
に
は
限

界
が
あ
り
、
人
命
救
助
の
観
点
か

ら
も
自
衛
隊
の
活
動
は
非
常
に
意

義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
本
市
の

災
害
派
遣
に
お
い
て
そ
の
活
動
を

間
近
で
直
接
体
感
し
本
当
に
力
強

く
頼
も
し
く
思
え
た
。
今
後
も
情

報
収
集
、
提
供
に
努
め
、
市
民
の

皆
様
に
真
実
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
議
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力

ご
理
解
を
頂
く
中
で
広
く
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

A
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て
概
要
と
本
市
の
取
組
の
ス

川村 三千代 議員

川田 栄子 議員

市
庁
舎
高
台
造
成
工
事

に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
教
育
に
つ
い
て

自
衛
隊
誘
致
の
取
組
に

つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
つ
い
て



ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
な
く
、
公
正
に
個

別
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む

教
育
を
持
続
的
に
実
現
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
文
部
科
学
省
計

画
の
全
体
像
で
あ
る
。

　
本
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
児

童
生
徒
一
人
一
台
端
末
が
納
入
さ
れ
、

高
速
大
容
量
の
校
内
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
も
今
年
度
中
に
事
業

が
完
了
し
、
各
小
中
学
校
に
新
た

な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
る
。

A
　
端
末
を
使
っ
て
ど
う
い
う
授

業
を
す
る
か
問
う
。

B
　
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
電

子
黒
板
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
、

他
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
の
併
用
に
よ

る
授
業
展
開
等
を
想
定
し
て
い
る
。

A
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
た
め
に

は
機
械
の
使
い
方
や
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

対
応
の
み
な
ら
ず
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
に

対
応
し
た
授
業
設
定
や
実
践
教
育

の
在
り
方
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
良
さ

を
実
証
し
て
、
そ
の
良
さ
を
理
解

で
き
な
け
れ
ば
全
体
の
流
れ
は
変

わ
ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
で
き
る

先
生
の
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力

の
向
上
及
び
指
導
体
制
の
充
実
が

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
文

部
科
学
省
に
お
い
て
も
教
職
課
程

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
た
指
導

方
法
を
必
須
化
す
る
な
ど
の
措
置

が
取
ら
れ
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
関
係
機
関
と
連
携
、
協
議
、
検

討
し
た
い
。

A
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は

長
期
休
校
に
対
す
る
対
策
と
な
っ

て
お
り
、
緊
急
時
に
は
持
ち
帰
っ

て
自
宅
学
習
が
で
き
る
の
か
問
う
。

B
　
調
査
結
果
で
は
家
庭
通
信
環

境
が
約
二
十
％
整
っ
て
い
な
い
事

か
ら
基
本
的
に
は
学
校
内
で
の
使

用
を
考
え
て
い
る
。
臨
時
休
業
の

ケ
ー
ス
が
起
き
た
場
合
の
検
討
・

研
究
は
し
た
い
。

A
　
宿
毛
市
の
女
性
の
住
民
が
、
宿

毛
市
に
は
フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
な
い
の
で
、

四
万
十
市
へ
引
っ
越
し
た
い
と
い

う
情
報
が
四
万
十
市
を
経
由
し
て

入
っ
て
き
た
。
以
前
の
質
問
で
は

す
く
す
く
広
場
が
あ
る
と
の
返
事

で
あ
っ
た
。
い
の
町
の
女
性
町
長

は
女
性
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
し

っ
か
り
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
を
待

っ
て
い
る
市
民
も
多
い
。
こ
の
制

度
に
対
す
る
考
え
を
聞
く
。

B
　
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
支
援
や
保
護
者
が
前
向

き
に
育
児
を
行
え
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る
体
制
を
整
え
る
事
は
非

常
に
重
要
と
感
じ
て
い
る
。

A
　
一
時
預
か
り
の
ニ
ー
ズ
は
高

い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
フ
ァ
ミ

サ
ポ
制
度
と
連
動
し
て
子
育
て
支

援
で
き
る
状
態
を
作
る
こ
と
に
つ

い
て
聞
く
。

B
　
子
育
て
や
暮
ら
し
の
在
り
方

が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
当
事
者

の
視
点
に
立
っ
た
子
育
て
支
援
に

努
め
る
。

A
　
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
参

加
者
と
経
済
効
果
の
市
と
し
て
の

総
括
を
聞
く
。

B
　
す
く
も
チ
リ
リ
ン
ま
ん
ぷ
く

ラ
イ
ド
は
、
二
日
間
で
百
五
十
六

名
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
二

日
間
に
わ
た
る
参
加
者
が
三
十
五

名
だ
っ
た
。
多
く
の
参
加
者
が
宿

泊
や
飲
食
店
を
利
用
す
る
な
ど
一

定
の
経
済
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え

る
。
ま
た
、
有
名
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ

ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
の
方
々

の
参
加
も
あ
り
、
積
極
的
に
宿
毛

市
の
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
い

た
事
に
よ
り
、
多
く
の
方
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
宿
毛
市
を
知
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。

A
　
今
回
、
十
数
年
前
に
遊
歩
道

と
し
て
整
備
し
た
コ
ー
ス
を
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
と
し
て
再

整
備
し
た
が
、
遊
歩
道
と
の
兼
ね

合
い
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
は
、

利
用
頻
度
の
少
な
か
っ
た
遊
歩
道

を
遊
休
資
産
の
活
用
と
本
市
の
強

み
で
あ
る
森
林
資
源
を
生
か
し
た

形
で
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
三
年
間
を
か
け
て

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
全
コ
ー
ス
が
完
成
す
る
ま
で
は
、

利
用
料
金
は
無
料
と
し
多
く
の
方
々

に
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
今
後
は
自
転
車
の
利
用
状
況
も

踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
い
く
が
、

責
任
が
し
っ
か
り
と
と
れ
る
よ
う

な
形
で
運
営
し
て
い
き
た
い
。

A
　
市
民
体
育
館
は
、
建
築
か
ら

二
十
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
が
、
ア

リ
ー
ナ
の
壁
な
ど
問
題
が
あ
る
。
特

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
今
回
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
改
修
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

も
古
く
使
用
に
耐
え
な
い
も
の
も
多
々

あ
る
。
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
台
な
ど
の

更
新
も
含
め
て
聞
く
。

B
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
、
施
設
入
り
口
や
受
付
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
に
、
消
毒
液

を
設
置
し
て
い
る
が
、
注
意
喚
起

の
張
り
紙
や
消
毒
液
の
設
置
数
な

ど
改
善
点
は
あ
る
。
施
設
内
の
点

検
を
改
め
て
行
い
、
安
全
性
や
衛

生
面
な
ど
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
体
を
維
持
管
理

し
て
い
く
上
か
ら
、
優
先
順
位
を

つ
け
ざ
る
を
得
な
い
が
、
必
要
な

も
の
は
、
市
長
部
局
に
お
願
い
し

て
い
く
。

A
　
和
田
体
育
館
の
卓
球
場
は
、
幡

多
郡
内
で
も
数
少
な
い
常
設
の
卓

球
場
だ
が
、
料
金
設
定
が
高
す
ぎ

寺田 公一 議員

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
体
育

施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て



て
利
用
し
づ
ら
い
と
聞
く
。
利
用

料
金
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
か
け

る
事
に
よ
り
、
利
用
増
や
市
民
の

健
康
増
進
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

B
　
卓
球
室
の
利
用
は
、
四
万
十

市
の
会
員
制
料
金
と
比
較
す
る
と

高
い
と
感
じ
て
い
る
。
会
員
制
は
、

料
金
以
外
に
も
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
や
運
動
習
慣
の
定
着
な
ど
の

効
果
も
考
え
ら
れ
る
が
、
　
他
の

体
育
施
設
、
あ
る
い
は
種
目
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
の
で
、
今
後
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
も
含
め
て
十
分
検
討

し
て
い
く
。

A
　
沖
の
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

い
つ
建
て
ら
れ
て
、
何
年
が
経
過

し
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
沖
の
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

沖
の
島
小
中
学
校
に
併
設
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
の
建

設
か
ら
約
四
十
三
年
が
経
過
し
て

い
る
。

A
　
築
四
十
三
年
が
経
過
し
て
老

朽
化
が
激
し
い
施
設
で
あ
る
。
衛

生
面
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
四
十
年
以
上
経
過
し
た
建
築

物
の
老
朽
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
壁

や
床
、
天
井
も
補
修
が
必
要
な
状

況
で
あ
る
。
調
理
場
内
の
壁
や
床
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
本
年
七
月

に
現
地
視
察
し
現
場
の
職
員
と
協

議
を
行
う
中
で
、
改
善
箇
所
を
把

握
し
優
先
順
位
を
基
に
、
順
次
改

善
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
壁
等

の
補
修
に
は
、
学
校
と
い
う
こ
と

か
ら
、
補
修
内
容
や
工
事
の
時
間
帯
、

施
工
方
法
、
衛
生
管
理
上
か
ら
も
、

簡
単
に
行
う
こ
と
が
難
し
い
面
が

あ
り
、
慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

調
理
工
程
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
き
、
調

理
職
員
が
十
二
分
に
気
を
つ
け
、
栄

養
教
諭
の
下
、
Ｗ
チ
ェ
ッ
ク
を
行

っ
て
、
日
々
、
安
心
安
全
な
給
食

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

A
　
調
理
師
が
、
病
気
等
で
急
に

休
む
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
現
在
、
沖
の
島
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
属
の
調
理
師
は
一
名
。

事
前
に
休
暇
取
得
す
る
場
合
は
、

調
理
経
験
を
持
つ
沖
の
島
在
住
の

方
に
、
日
々
雇
用
で
代
理
調
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。
代
理
の
方
の

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
栄
養

教
諭
に
調
理
を
要
請
し
て
い
る
。
本

年
度
は
栄
養
教
諭
が
二
回
の
調
理

を
行
っ
た
。
病
気
や
体
調
不
良
に

よ
り
、
急
に
休
暇
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
の
調
理
業
務
は
、
栄
養
教

諭
に
お
願
い
し
て
い
る
。

A
　
今
後
、
調
理
師
の
人
数
を
増

や
す
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
正
規
の
調
理
師
が
二
名
体
制

と
い
う
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
現
状
、

そ
う
い
う
形
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
の
増
員
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
課
と

も
十
分
協
議
を
す
る
中
で
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
高
台
に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
防
災
機
能
を
持
た
す

の
か
問
う
。

B
　
全
国
的
に
学
校
給
食
施
設
へ

の
防
災
機
能
を
付
加
し
た
例
は
多

く
な
い
。
松
田
川
小
学
校
の
敷
地
は
、

地
区
住
民
の
避
難
地
に
指
定
さ
れ

て
い
て
、
発
災
時
に
は
、
多
く
の

住
民
が
避
難
を
し
て
く
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
避
難
者
等
を
考
慮

し
た
給
食
施
設
の
計
画
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
　
給
食
セ
ン
タ
ー
に
炊
き
出
し

を
作
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
そ
の
事
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
職
員
や
調
理
師
が
、
新
た
な

施
設
に
出
勤
で
き
な
い
場
合
、
一

般
の
方
々
が
施
設
の
機
能
を
利
用
し
、

炊
き
出
し
等
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
こ
と
は
、
大
変
有
意
義

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

第
十
五
号
「
令
和
二
年
度
宿
毛
市

一
般
会
計
補
正
予
算
」
の
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
の
審
査
に
際
し
、

寺
田
公
一
委
員
よ
り
、
次
の
と
お

り
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
案
第
十
五
号
に
対
す
る
附
帯
決

議
　
本
議
案
中
、
第
二
款
総
務
費
、

第
一
項
総
務
管
理
費
、
二
十
四
目

庁
舎
建
設
費
、
十
四
節
工
事
請
負

費
「
新
庁
舎
建
設
工
事
費
」
二
十

六
億
三
百
四
十
八
万
円
に
つ
い
て
は
、

予
算
執
行
の
前
に
次
の
点
に
留
意
し
、

本
市
議
会
に
対
し
て
提
示
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

一
　
本
会
議
場
は
、
宿
毛
市
政
の

最
高
決
定
機
関
の
議
論
の
場
で

あ
り
神
聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
十
分
考
慮
し
て
設
計
施
工
を

す
る
こ
と
。

二
　
議
員
全
員
が
均
等
に
視
界
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
、
配
慮
す

る
こ
と
。

　
同
じ
く
、
松
浦
英
夫
委
員
よ
り

次
の
と
お
り
附
帯
決
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
議
案
第
十
五
号
に
対
す
る
附
帯
決

議
　
本
議
案
中
、
第
六
款
商
工
費
、

第
一
項
商
工
費
、
五
目
観
光
費
、

十
四
節
工
事
請
負
費
「
笹
平
公
衆

便
所
建
設
工
事
費
」
七
百
九
十
九

万
七
千
円
に
つ
い
て
は
、
予
算
執

行
の
前
に
次
の
点
に
留
意
し
、
本

市
議
会
に
対
し
て
提
示
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

一
　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
男
女
別
々

の
ト
イ
レ
機
能
を
持
た
せ
た
改

築
と
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

岡闢 利久 議員

沖
の
島
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

宿
毛
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て



　
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意

見
書
案
二
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に

提
出
し
ま
し
た
。

◎
意
見
書
案
第
一
号
　
公
立
学
校
教

職
員
の
長
時
間
労
働
の
解
消
を
進

め
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

　
文
部
科
学
省
が
平
成
二
十
八
年

度
に
実
施
し
た
「
教
員
の
勤
務
実
態
」

に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
学
内
勤

務
時
間
は
小
学
校
教
諭
で
は
十
一

時
間
十
五
分
、
中
学
校
教
諭
で
は

十
一
時
間
三
十
二
分
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
所
定
の
労
働
時
間
で
あ

る
七
時
間
四
十
五
分
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
の
前

回
調
査
と
比
べ
て
、
平
日
で
小
学

校
は
四
十
三
分
、
中
学
校
は
三
十

二
分
増
加
し
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
「
平
成

三
十
年
度
公
立
学
校
教
職
員
の
人

事
行
政
状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
教

育
職
員
の
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気

休
職
者
は
五
千
二
百
十
二
人
（
全
教

育
職
員
数
の
〇
・
五
七
％
）
で
あ
り
、

平
成
十
九
年
度
以
降
五
千
人
前
後

で
推
移
し
て
い
る
。

　
教
職
員
の
長
時
間
労
働
は
看
過

で
き
な
い
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
教
員
の
心
身
の

疲
弊
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
十
分
で

な
く
、
授
業
準
備
に
ゆ
と
り
が
な

い
な
ど
の
状
況
は
、
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
教
育
の
質
の
保
証
の
問

題
に
直
結
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
文

部
科
学
省
が
休
日
の
部
活
動
の
段

階
的
な
地
域
移
行
を
打
ち
出
す
な
ど
、

長
時
間
労
働
解
消
の
た
め
の
取
り

組
み
が
新
た
に
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
高
知
県
に
お
い
て
は
、
第
三
期

高
知
県
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お

い
て
、
時
間
外
在
校
等
時
間
の
上

限
時
間
で
あ
る
月
四
十
五
時
間
以
内
、

年
三
百
六
十
時
間
以
内
を
遵
守
で

き
た
教
員
の
割
合
が
令
和
五
年
度

末
に
一
○
○
％
に
な
る
よ
う
目
標

設
定
が
さ
れ
た
。
基
本
計
画
の
目

標
達
成
を
よ
り
効
率
的
に
働
き
方

改
革
、
学
校
づ
く
り
と
結
び
つ
け

な
が
ら
達
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、

現
場
教
職
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
教
育
行

政
と
現
場
教
職
員
が
十
分
な
意
思

疎
通
を
図
り
な
が
ら
具
体
的
な
実

施
内
容
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、
県
・
県
教
育
委
員

会
に
お
い
て
、
次
の
点
を
実
行
す

る
よ
う
求
め
る
。

一
　
「
教
育
の
質
の
保
証
」
の
観
点

か
ら
、
長
時
間
労
働
解
消
の
取

り
組
み
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と
。

二
　
教
職
員
の
要
望
や
悩
み
な
ど

を
具
体
的
な
実
施
内
容
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
。

三
　
学
校
や
教
職
員
に
対
し
て
単

に
上
限
の
目
安
時
間
の
遵
守
を

求
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
。

◎
意
見
書
案
第
二
号
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し

地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
的
に
蔓
延
し
、
わ
が
国
は

戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
が
及
び
、
本
年
度
は
も
と
よ

り
来
年
度
に
お
い
て
も
、
地
方
税
・

地
方
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の
激

減
が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い
る
。
地

方
自
治
体
で
は
、
医
療
介
護
、
子

育
て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇

用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要

へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す

る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、
地

方
財
政
は
巨
額
の
財
政
不
足
を
生
じ
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に

陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和

三
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
次
の
事
項
を

確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

一
　
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。

二
　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源

調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に

発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
。

三
　
令
和
二
年
度
の
地
方
税
収
が

大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
切

っ
た
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
減
収
補
填
債
の
対

象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て
も
、
地

方
消
費
税
を
含
め
弾
力
的
に
対

応
す
る
こ
と
。

四
　
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税

収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の

構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税
・

地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図
り
、

新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た
っ

て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳

格
に
判
断
す
る
こ
と
。

五
　
と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、

市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹

税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影

響
す
る
見
直
し
は
、
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
問
わ
ず
、
断
じ
て

行
わ
な
い
こ
と
。
先
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
講
じ
た
特
例
措

置
は
、
臨
時
・
異
例
の
措
置
と

し
て
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、
本
来
国
庫
補
助
金

な
ど
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
今
回
限
り

の
措
置
と
し
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

　
令
和
二
年
第
三
回
臨
時
会
が
八

月
四
日
に
開
催
さ
れ
、
災
害
時
の

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
一
千

三
十
三
万
一
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

売
上
が
減
少
し
て
い
る
市
内
の
漁

業
者
を
支
援
す
る
「
漁
場
料
支
援

給
付
金
事
業
」
と
し
て
二
千
八
百

十
七
万
一
千
円
、
国
民
一
人
当
た

り
十
万
円
を
支
給
す
る
特
別
定
額

給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

四
月
二
十
八
日
以
降
に
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
十
万
円
を
支

給
す
る
「
子
育
て
応
援
臨
時
給
付
金
」

と
し
て
九
百
万
円
、
「
宿
毛
市
中

小
企
業
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
費
補
助
金
」
と
し

て
三
千
万
円
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
を
計
上
し

た
「
令
和
二
年
度
宿
毛
市
一
般
会

計
補
正
予
算
」
と
市
内
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
一
人
一
台
の
学
習

用
端
末
整
備
を
す
る
に
あ
た
り
、
予

定
価
格
が
二
千
万
円
を
超
え
る
財

産
の
取
得
と
な
る
こ
と
か
ら
議
会

の
議
決
を
求
め
る
「
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
執
行
の
前
に
次
の
点
に
留
意
し
、

本
市
議
会
に
対
し
て
提
示
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

一
　
本
会
議
場
は
、
宿
毛
市
政
の

最
高
決
定
機
関
の
議
論
の
場
で

あ
り
神
聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
十
分
考
慮
し
て
設
計
施
工
を

す
る
こ
と
。

二
　
議
員
全
員
が
均
等
に
視
界
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
、
配
慮
す

る
こ
と
。

　
同
じ
く
、
松
浦
英
夫
委
員
よ
り

次
の
と
お
り
附
帯
決
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
議
案
第
十
五
号
に
対
す
る
附
帯
決

議
　
本
議
案
中
、
第
六
款
商
工
費
、

第
一
項
商
工
費
、
五
目
観
光
費
、

十
四
節
工
事
請
負
費
「
笹
平
公
衆

便
所
建
設
工
事
費
」
七
百
九
十
九

万
七
千
円
に
つ
い
て
は
、
予
算
執

行
の
前
に
次
の
点
に
留
意
し
、
本

市
議
会
に
対
し
て
提
示
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

一
　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
男
女
別
々

の
ト
イ
レ
機
能
を
持
た
せ
た
改

築
と
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

■
臨
時
会
の
概
要
■



議　　席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

氏　名

案　件

議

決

結

果

川
田
　
栄
子

今
城
　
　
隆

堀

　

　

景

三
木
　
健
正

川
村
三
千
代

　
欠
　
　
員
　

闍

倉
　
真
弓

山
上
　
庄
一

山
戸
　
　
寛

野
々
下
昌
文

松
浦
　
英
夫

寺
田
　
公
一

饌

田
　
陸
紀

岡
闢

　
利
久

不採択○ × × × × × × × × × × ×

各議員の議案等に対する意思表示の状況

賛否の分かれた案件等を記載しています。

【○：採択　×：不採択】

議
 

長
陳情第９号

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

Ｑ　附帯決議とは。

Ａ　議会又は委員会における審議の対象である事件の議
決に当たって、その事件について付随的に付けられる意
見又は要望の決議のことをいいます。
　　もとより、表決の効果が後に生じる事実に左右され
てはならないので、表決に条件を付けることができない
（会議規則69条）ものであり、附帯決議は、議会の要望
として、長等にこれを尊重する政治的、道義的な責務を
負わせるにとどまり、法的な拘束力を有するものではあ
りません。
　　附帯決議は、委員会で決定し、委員長報告の中で報
告されるものと、本会議において決議案を発議し議決す
るものの二通りがあります。

★
会
議
録
の
閲
覧
を
★

●議会用語Ｑ＆Ａ
　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都
合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十
二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
議
会
事
務
局
、
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所
並
び
に
宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ

レ
ビ
で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
過
去
の
議
会
映
像
も
配
信

し
て
い
ま
す
。
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ご冥福をお祈りします
（令和 2 年 9 月受付分）

住　所

片島
萩原

氏　名

川原　啓達
萩野　淳一

※本コーナーの記事は、家族などからの申し込みにより掲載しています。
　（敬称略）　　

 問  市民課　☎ 63-1112

享　年

79

75

秋の火災予防運動
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節を迎えるにあたり、一人ひとりが火災予防に対する意識を持つ
ことが大切です。11 月 9 日（月）～ 15 日（日）の 1 週間、全国一斉に秋の火災予防運動が実施されま
す。火災による悲惨な事故や貴重な財産の損失を防ぎ、放火されにくい「火災に強いまちづくり」のため
に本年度は「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」を統一標語に掲げ、火災への注意を呼びかけています。

住宅防火の命を守る 7 つのポイント「3 つの習慣・4 つの対策」

取り付けましょう！住宅用火災警報器！

近年、建物火災による死者数が増加しており、そのほとんどは私たちが生活する住宅での火災によるもの
です。住宅火災で亡くなった人のうち、その多くが「逃げ遅れ」が理由で命を落としているという事実が
あります。また、「逃げ遅れ」が多い理由として、夜間の就寝中に発生している事例が多いことも原因となっ
ています。しかし、住宅用火災警報器を設置していれば火災の早期発見と、迅速な避難が可能になり、「逃
げ遅れ」による犠牲を少なくすることが期待できます。消防法の改正により、平成 23 年 6 月 1 日より全
ての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務づけられていますが、宿毛市全体ではまだまだ設置率が伸
びていません。ご自身・ご家族を守るため、早めに設置してください。なお、電池式住宅用火災警報器はホー
ムセンターや家電量販店で購入することができます。

3つの習慣
●寝たばこはやめる。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使

用する。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を

消す。

4つの対策
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

する。
●寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため

に、防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な

どを設置する。
●お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

 問  宿毛消防署　☎63-3111（代表） 　☎63-3300（火災・災害用）　  63-3396

住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年！定期的な作動確認を！
住宅用火災警報器は、一般的には電池で動いています。火災を感知するために常に作動しており、その
電池の寿命の目安は約 10 年とされています。住宅用火災警報器が適切に機能するためには維持管理が
重要です。「いざ」というときに住宅用火災警報器が適切に作動するよう、火災予防運動の時期などに、
定期的に作動確認を行い、適切に交換を行うよう習慣づけましょう。

マイナンバーカード・電子証明書休日窓口

開設場所   宿毛市役所１階　市民課
受付日 11 月 28 日（土）、29 日（日）

受付時間 10 時～ 16 時

マイナンバーカード申請の増加にともない、第４土曜日
とその翌日の日曜日に、マイナンバーカードの交付と電
子証明書の更新手続を行う休日窓口を開設します。個人
番号カード交付通知書や電子証明書更新のご案内が届い
た方は、ぜひご利用ください。

各手続きについての詳細はお問い合わせください。
 問  市民課　☎ 63-1112
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の発行
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は所得税法および地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、
税額が軽減されます。

控除対象  
●令和２年中（１月 1 日～ 12 月 31 日）に納められた保険料の全額
●令和２年中に納めた過去の年度分の保険料や追納された保険料
●ご自身だけでなく、ご家族（配偶者やお子さま等）の国民年金保険料を支払っている場合、その保険料

提出書類  社会保険料控除を受けるため、年末調整や確定申告時に次の書類をご持参ください。
●保険料を納付したことを証明する書類（領収証書、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書）

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

●令和２年１月１日～９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された方
　11 月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付予定
●令和２年 10 月１日から令和２年 12 月 31 日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方
　翌年の２月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付予定

 問  幡多年金事務所  ☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

11 月は「ねんきん月間」
11月 30日（いいみらい）は「年金の日」です

　年金保険料、納めていますか。この機会に年金加入状況の確認をお願いします。
　11 月 30 日は、ご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、老後の生活設計に思いを巡
らしていただく「年金の日」です。ぜひ、この機会に「ねんきんネット」をご利用いただき、
ご自身の年金記録の定期的な確認や年金見込額を試算してください。「ねんきんネット」のご
利用登録は、日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/n_net/）からお願い
します。

 問  幡多年金事務所　☎ 0880-34-1616（自動音声案内）
ねんきんネット 検索

日本年金機構幡多年金事務所による 年 金 相 談
日  時 必要なもの

代 理 人 の 場 合

11 月 17 日（火）
9 時 30 分 ～ 12 時、13 時 ～ 15 時

●委任状
●委任者と代理人の本人確認ができるもの

 問  幡多年金事務所　☎ 0880-34-1616

●年金手帳や年金証書
●年金の手続きであれば送られてきた書類一式
●認め印　●本人確認ができるもの
●マイナンバーの分かるもの

場  所

予  約

宿毛市役所
受  付 市民課年金係

幡多年金事務所へ直接予約のお電話
をしてください。
ご予約はお早めに。 ※詳細については、予約の際にお尋ねください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお問い合わせ
　ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004　※ 050 から始まる電話の場合☎ 03-6630-2525
　月～金曜日　8 時 30 分～ 19 時／第２土曜日　9 時 30 分～ 16 時
　（土・日・祝日（第２土曜日を除く）、12 月 29 日～ 1 月 3 日ご利用いただけません）



税
金

¥

23 広報すくも 2020.11

中小事業者等の皆さん

新型コロナウイルスの影響により事業収入が減少している、中小事業者等の事業用家屋およ
び償却資産に対する令和３年度分の固定資産税を軽減します。詳しくは、宿毛市ホームペー
ジ（https://www.city.sukumo.kochi.jp/docs-10/20855.html）をご覧いただくか、固定
資産税係にご連絡ください。

土地・家屋

お持ちの土地・家屋について、次のようなときは、固定資産税係にご連絡ください。
●土地の現況地目が変更になったとき　　　　　　●家屋の全部または一部を取り壊したとき
●家屋の新築、増築、使用用途変更をしたとき
固定資産税は、登記地目や登記床面積によらず、その年の 1 月 1 日（賦課期日）時点での現況地目や現況
床面積等により評価され、その評価額に基づき税額が計算されます。
現況地目や現況床面積等の修正（課税台帳の修正）には職員による現地調査が必要となりますので、必ず 1
月 1 日（賦課期日）までにご連絡ください。

土地（宅地）の税額軽減のために申告が必要です

住宅の敷地の用に供されている土地（住宅用地）は、「住宅用地に対する課税標準の特例」により土地の税
額が軽減されます。家屋の新築や使用用途変更により新たにこの特例の適用をうけるためには、申告が必要
となりますので、ご注意ください。

登記されていない家屋の名義変更は市役所でできます

登記されていない家屋（未登記家屋）を売買、相続、贈与等により名義変更される場合は、税務課での手続
きが必要になります。手続きのための承諾書は税務課固定資産税係でご用意していますので、必要な方はご
連絡ください。

償却資産

固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産についても課税の対象となります。償却資産とは会社や個人が
所有している構築物、機械、器具、備品などの事業用資産です。償却資産を所有されている方は、毎年 1 月
1 日現在に所有している償却資産について、資産の所在地の市町村長に申告していただくことになります。

（地方税法第 383 条 < 固定資産の申告 >）
償却資産の申告用紙が必要な方は、宿毛市ホームページ（https://www.city.sukumo.kochi.
jp/docs-10/p01020302.html）に掲載しておりますので、ご利用ください。

提出期限  令和 3 年２月 1 日（月）

申告対象となる償却資産の例

各業種共通
応接セット、ロッカー、パソコン、コピー機、エアコン、太陽光発電設備（個人（住宅用）については、１０ｋ
Ｗ以上の設備が申告対象となります。）

小売業 喫茶・飲食店 工場・作業所 建設業
商品陳列ケース、自動販売
機、冷蔵庫、冷凍庫、看板

カウンター、室内装飾品、
厨房設備、レジスター

受変電設備、旋盤、プレス
機、構内舗装、門、塀

ポータブル発電機、パワー
ショベル、ポンプ、溶接機

病院・診療所 農　業 漁　業
ベッド、手術台、医療用機
器、給食用厨房

ビニールハウス、田植機、
稲刈機

漁船、船舶無線、漁網、養
殖用設備

固定資産税係からのお知らせ

 問  税務課  ☎ 63-1203
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 問  市民課　☎︎ 63-1112 ／税務課　☎︎ 63-1204

 問  市民課　☎ 63-1112

　第三者行為（交通事故など本人以外の第三者（加害者）の行為）によってケガや病気をし、国保で治療
を受ける場合、医療機関の窓口に申し出るとともに、市民課保険係への届出が義務付けられています。
　第三者行為でケガなどをした場合も国保で治療を受けられますが、国保が負担した治療費を第三者へ請
求することになりますので、すみやかに届出を行ってください。
　ただし、第三者から治療費を受け取っている場合、国保で治療を受けることができません。また、示談
が成立している場合、第三者に対して請求することができませんので、示談をする前に市民課保険係へご
相談ください。

　「セルフメディケーション」とは、自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること
です。軽度な身体の不調であれば、OTC 医薬品（市販薬）で治まるかもしれません。

OTC 医薬品とは…

英語の「Over The Counter（オーバー・ザ・カウンター）」の略で、薬局やドラッグストアなどで処方箋な
しに購入できる医薬品のことをいいます。
OTC 医薬品は、いろいろな疾病や症状の改善に効果を発揮し、軽い症状の緩和に活用できます。自分の健
康は自分で守る「セルフメディケーション」のために、OTC 医薬品を上手に使いましょう。

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）とは…

通常の医療費控除は、1 年間（1 月 1 日～ 12 月 31 日）に自己負担した
医療費が、自分と、自分と生計を一にする家族の分を合わせて合計 10 万
円を超えた場合、確定申告で所得控除が受けられるものです。この医療費
控除の特例として、特定健診などを受けている人で、特定の成分を含んだ
OTC 医薬品の年間購入額が合計 1 万 2 千円を超えた場合についても所得
控除を受けられる制度が「セルフメディケーション税制」です。お薬のレ
シート（領収書）は捨てずに大切に保管しておきましょう。なお、通常の
医療費控除と併用ができないため、いずれか一方を選択することになります。

第三者行為によるケガ・病気とは

●交通事故　●スポーツ中の事故
●暴力、けんか　●飲食店などでの食中毒
●他人のペットに噛まれた  など
※相手のいない自損事故で医療機関を受診する場合

も届出が必要です。また、第三者行為が疑われる
診療について、宿毛市から文書や電話で問い合わ
せを行う場合があります。ご協力をお願いします。

第三者行為によるケガ・病気は届出が必要です

セルフメディケーション

手続き  
①交通事故の場合はすみやかに警察に届出をし、「交通事

故証明書」の交付申請を行ってください。
②市民課保険係へ届出を行ってください。（届出様式は保

険係窓口や宿毛市ホームページにも掲載しています。）
届出の際は、事故発生日時や詳しい事故状況などをお聞
きしますので、確認のうえご来庁ください。

※国保加入者の代わりに保険会社が市役所への届出を代行すること
もできます。

持参物  
●保険証　●認め印　●交通事故証明書（交通事故の場合）　
●自賠責保険や任意保険の加入先がわかるもの

このマークが目印！
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高齢者虐待を防ぎましょう

成年後見制度

　一人で、または家族だけで、がんばり過ぎていませんか。高齢者の介護や養
護は、長くなるほど心身に負担がかかります。そのため高齢者自身の気持ちを
思いやるより、養護者側のペースになり、虐待に繋がってしまうこともありま
す。地域ぐるみで支援するなど、みんなで助け合いましょう。

　認知症、知的障害、精神障害などの状態により判断することが難しい方は、不動産や預貯金などの財産を
管理したり、身のまわりの世話のために介護などのサービスや施設への入所に関する契約を結んだりする必
要があっても、自分でこれらのことをするのが難しい場合があります。また、自分にも不利益な契約であっ
ても判断ができずに契約を結んでしまい、悪徳商法の被害にあう恐れもあります。このような判断すること
が難しい方々を保護し、支援するのが成年後見制度です。詳しくはお問い合わせください。

高齢者虐待防止法では、65 歳以上の高齢者に対する「養護者（高齢者を養護している者）」および
「要介護施設従事者等」による次のような行為を虐待と定めています。

介護・医療サービスの利用を拒否するなどにより、社会から孤立し、生活行為や心身の健康維持ができ
なくなっている、いわゆる「セルフ・ネグレクト」状態にある高齢者は、「支援してほしくない」「困っ
ていない」など、支援を拒否することもありますが、生命・身体に重大な危険が生じる恐れがあります。

 問  長寿政策課　☎︎ 63-9112 ／宿毛市地域包括支援センター　☎︎ 65-7665

虐待に関する問題の難しいところは、養護者（介護者）が、介護により心身ともに疲労し、追い詰められて
いることが少なくないことです。こういった時には、様々なサービスを利用して介護する方の負担を軽くす
ることや認知症高齢者の対応について専門家のアドバイスを聞くことで防止あるいは状態を改善できること
があります。介護する側、介護される側の悩みを解決することが大事なことです。
生活や介護に関する心配・悩みがある方、また、高齢者への身体的・精神的暴力などを発見した方やセルフ・
ネグレクトでは…と気になる方がいましたら、長寿政策課予防係または宿毛市地域包括支援センターまでご
相談ください。

 問  宿毛市包括支援センター　☎︎ 65-7665 ／長寿政策課　☎︎ 63-9112 ／福祉事務所　☎︎ 63-1114

高齢者虐待とは

セルフ・ネグレクトとは（高齢者虐待防止の対象外）

虐待がない地域づくり

区　分 内　容

身体的虐待
暴力的な行為などで、身体に傷やアザ、痛みを与える行為や、外部との接触を意図的、継続
的に遮断する行為

心理的虐待
脅しや侮辱などの言語や威圧的な態度、無視、嫌がらせ等によって精神的、情緒的苦痛を与
えること

性的虐待 本人との間で合意形成されていない、あらゆる形態の性的な行為またはその強要

ネグレクト
（介護や世話の放棄・放任）

意図的であるか、結果的であるかを問わず、介護や生活の世話を行っている家族が、その行
為を放棄または放任し高齢者自身の身体・精神的状態を悪化させていること

経済的虐待 本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望する金銭の使用を理由なく制限すること
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保育園等入園児の受付を始めます

～ 1
いちはやく

89　知らせて守る  こどもの未来～

　令和 3 年度に入園を希望する方は、受付期間中に提出してください。
申込書配布期間  11 月 17 日（火）～
申込期間  12 月 1 日（火）～ 12 月 18 日（金）※土・日・祝日を除く
申込場所  福祉事務所または希望する保育園、認定こども園
提出書類  支給認定申請書ほか（児童１人につき１枚・福祉事務所または保育園、認定こども園にあります。）
入園基準  

●宿毛市内に住所を有し、保護者が就労、疾病、障害、求職活動等の理由により児童を保育できないと認め
　られた場合

　毎年 11 月は、「児童虐待防止推進月間」です。「虐待かも…」
と思ったら、迷わず「189」（いちはやく）番にお電話ください。

例①「あの子、もしかしたら虐待を受けているのかしら？」
例②「子育てがつらくて、つい子どもにあたってしまう…」
例③「近くに子育てに悩んでいる人がいる」

　通告・相談は、匿名で行うことができます。電話をかけた方や
その内容に関する秘密は、必ず守られます。

申請期限  11 月 30 日（月）
子育て世帯への臨時特別給付金（公務員分）

所属庁から配布されている申請書に、振込先金融機関口座確認書類を添付し提出してください。

ひとり親世帯臨時特別給付金

次の①～③のいずれかに該当する場合は申請してください。
①令和 2 年 6 月分の児童扶養手当受給者のうち新型コロナウイルスの影響を受け収入が減少した方
②公的年金等を受給しており、令和 2 年 6 月分の児童扶養手当の支給が全額停止される方
③新型コロナウイルスの影響を受け家計が急変し、収入が児童扶養手当受給者と同水準となる方
※②と③は年金受給や所得超過などの理由による児童扶養手当未申請者を含みます。

 問  福祉事務所　☎︎ 63-1114

 問  福祉事務所　☎︎ 63-1114 ／ 家庭児童相談室　☎︎ 63-1147

 問  福祉事務所　☎︎ 63-1114

子育て世帯（公務員分）・ひとり親世帯
臨時特別給付金の申請はお済みですか？
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 問  健康推進課  ☎ 63-1113
12 月の保健事業

日 場　　所 子宮頸がん検診 / 乳がん検診

18 金 宿毛文教センター 予約制

子宮頸がん検診および乳がん検診

 問  健康推進課　☎︎ 63-1113

1 歳 6 ヶ月児、3 歳児健康診査  対象児に個人通知します

乳児健康診査   対象児に個人通知します 赤ちゃん広場
母子保健

日 場　　所 受　付　時　間

2 水 宿毛文教センター 12 : 15 ～ 13 : 35

日 場　　所 実　施　時　間

3 木
子育て世代包括支援センター 9 : 30 ～ 11 : 30

地域子育て支援センター 9 : 30 ～ 11 : 30

日 場　　所 受　付　時　間

11 金 宿毛市総合社会福祉センター 9 : 15 ～ 9 : 35

成人保健

各種検診の結果
検　　診 実　施　日

肺がんおよび結核検診 9 月 14 日（月）

胃がん検診 9 月 5 日（土）

大腸がん検診 9 月 30 日（水）回収分

前立腺がん検診 9 月 14 日（月）

子宮頸がん検診 8 月 29 日（土）

乳がん検診 8 月 29 日（土）

宿毛市が実施する次の実施日までの集団検診に
ついて、精密検査が必要な方には通知が完了して
います。●宿毛市健康推進課 健康指導係　☎ 63-1113

●高知県幡多福祉保健所健康障害課 精神保健福祉担当
　☎ 0880-34-5124（直通）  ☎ 0880-35-5979
●お酒の悩みごと相談 　幡多断酒会  大江  拓　

☎ 090 -1173 -4672

心の健康相談
保健師による電話・面接相談を随時お受けしています。
幡多福祉保健所では、精神科嘱託医の相談も行っています。

相 談 窓 口

 問  健康推進課　☎ 63-1113

月　日 実　施　場　所 受　付　時　間

11 月 25 日 ( 水 ) 幡多けんみん病院 13:00 ～ 17:30

11 月 26 日 ( 木 ) 宿毛市役所
9:00 ～ 12:00

13:15 ～ 15:30

　赤十字血液センターでは、輸血を受ける方の安全
性をより向上させるため、400 ｍｌ献血の推進にご
協力をいただいております。皆さんの善意の申し出
に、お応えできないことも生じるとは思いますが、
状況をご理解いただき、ご協力をお願いします。

犬を飼っている方は、年に１度狂犬病予防注射を受けさせなければならない義
務があります。これからの時期、季節性のインフルエンザが流行し始めます。
インフルエンザが流行する前に狂犬病予防注射を済ませることで、飼い主の感
染リスクを少しでも減らしましょう。また、インフルエンザにかかってしまい
犬を注射に連れて行けないということにならないために、早めの狂犬病予防注
射を心がけましょう。なお、宿毛市が実施する集合注射はすでに終了しています。
狂犬病予防注射を行えるのは動物病院のみとなりますのでご注意ください。
※動物病院で狂犬病予防注射の際、宿毛市が発行する問診票が必要になります。問診票がない場合はお問い合わせください。

献血バスがやってきます

狂犬病予防注射は終わりましたか？
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はなちゃんバス
       　だより

＃ 11

　宿毛市コミュニティバス「はなちゃんバス」が本格運行開始から 3 周年の節目を迎えました。郊外から市街地へ、
市街地、スーパーや病院への移動手段として、今後も市民の皆さんにとってなくてはならない移動手段の思いをもっ
て元気に運行します！乗り方が分からない、乗るのに不安がある方などは、運行路線や運行ダイヤなどの情報を説
明いたしますのでお問い合わせください。
　新型コロナウイルス感染予防対策のためマスクの着用をお願いいたします。

令和元年 10 月～令和 2 年 9 月　はなちゃんバス利用状況（1 年間）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

合計藻津線楠山線 栄喜線 舟ノ川線 出井線

1,504名 2,106名 1,575名 1,379名 1,809名 8,379名

令和元年 10 月～令和 2 年 9 月　はなちゃんバス 1 日平均利用者数（1 年間）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

合計藻津線楠山線 栄喜線 舟ノ川線 出井線

28.9名 27.0名 34.8名 32.6名

 問  企画課　☎︎ 63-1118

広報すくもに掲載する市内在住のお子さん（小学生以下）の写真を随時募集しています。①氏名とふり
がな ②性別 ③年齢 ④生年月日 ⑤保護者氏名 ⑥続柄 ⑦住所 ⑧電話番号 ⑨簡単なメッセージ（絵文字
含む 50 字以内）⑩掲載希望月（ない場合、記入不要）を書いた用紙と写真を提出してください。

応募方法

●メール　●持参　●郵送
注意事項

●中学生以上のご兄弟姉妹が一緒の写真も掲載可能。
●保護者の承諾を得た写真に限る。●写真返却不可。

提出先

〒 788-8686  桜町 2 番 1 号 宿毛市企画課広報統計係
 ☎ 63-1118
 k️ikaku@city.sukumo.lg.jp
掲載された方には、応募していただいた写真のポストカードをプレゼント

「すくすくもっと」ぼしゅうちゅう

41.3名 30.9名

はなちゃんバスに同乗しています！
楠山線・栄喜線・舟ノ川線・藻津線に不定期で同乗し、身体や生活するうえで気になる悩み
事を一緒に考え、毎日の安心と楽しいをサポートしています。

コミュニティナース
中野  知美  さん

●一人暮らしに不安がでてきた　●買い物にいけるか心配
●散歩に行きたいけど転ばないか不安

今月の「はなちゃんクイズ！」コーナーは、お休みします。　  問 企画課　☎ 63-1118

病院でもらっているお薬の相談や血圧チェック、理学療法士による体力チェックも出来ます。
個人でも市内各地区からのご依頼にも対応可能です。
詳しくは、大井田病院  地域連携室（☎ 63-1740）までお問い合わせください。



11 月の行事予定
イベント・行事等については、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止となる場合があります。

日 曜日 内容 時  間 場　所 問い合わせ先

2 月
宿毛幼稚園説明会 9:30 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914
ふれあい保育（リトミック・ごっこ遊び） 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914

4 水 高知大学出前公開講座「本能寺の変と長宗我部元親」 19:00 宿毛文教センター 生涯学習課　☎ 63-3394

7 土
幡多地区チャレンジ陸上記録会 9:00 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467
高知県中学校バレーボール秋季選手権大会（～ 8 日） 9:00 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467

8 日
第 65 回高松宮賜杯 1 部　幡多予選（軟式野球） 9:00 宿毛市野球場 総合運動公園　☎ 66-1467

横瀬川ダムクライミングウォール 10:00 横瀬川ダム 宿毛市観光協会
☎ 63-0801（完全予約制）

9 月
宿毛文教センター殺虫消毒による臨時休館 終日 宿毛文教センター 中央公民館　☎ 63-2618
ふれあい保育 9:30 市内各保育園 市内各保育園

10 火 第 15 回　幡多支部長杯（軟式野球） 9:00 宿毛市野球場 総合運動公園　☎ 66-1467

11 水

「高知で恋しよ‼マッチング」出張登録閲覧会 in 宿毛
（～ 12 日） 15:00 宿毛文教センター こうち出会いサポートセンター

☎ 088-821-8081

高知大学出前公開講座   「今日から始める防災のはじめの一歩
～ with コロナの防災を考える」 19:00 宿毛文教センター 生涯学習課　☎ 63-3394

12 木 夜間市税納付窓口開設日 17:15 税務課 税務課　☎ 63-1115
マイナンバーカード・電子証明書夜間窓口開設日 17:15 市民課 市民課　☎ 63-1112

14 土

宿 毛‼ワ ク ワ ク
たいけんひろば

小物作り教室
「手作り石鹸とフェイスシールド」 10:00 正和児童館 NPO 法人じんけんネットすくも　

☎ 090-9710-3321自由交流 13:00

こども食堂ゆめ 11:30 みんなの 🏠 おうち こども食堂ゆめ
☎ 090-5146-7529

15 日
宿毛市クリーンデー（予備日 11 月 22 日） 市内全域 環境課　☎ 63-1697

第 48 回すくも俳句大会 10:00 宿毛文教センター すくも俳句会　☎ 63-3001
16 月 ふれあい保育（リトミック・戸外遊び） 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914

17 火 出張年金相談　※予約は幡多年金事務所へ 9:30
13:00 市役所 幡多年金事務所　

☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

18 水 ほっと広場＊南～母推（ぼすい）さんの事業～ 10:00 宿毛市総合社会福祉
センター 健康推進課　☎ 63-1113

19 木 通学路安全の日 7:00 市内全域 青少年育成センター
☎ 63-4197

20 金 あいさつ・声かけ運動 7:00 市内全域 青少年育成センター
☎ 63-4197

22 日

体協主催バドミントン大会 9:00 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467
休日市税納付窓口開設日 9:00 税務課 税務課　☎ 63-1115

横瀬川ダムクライミングウォール 10:00 横瀬川ダム 宿毛市観光協会
☎ 63-0801（完全予約制）

24 火 出張無料法律相談 13:00 宿毛市総合社会福祉
センター

（公財）暴力追放高知県民
センター　☎ 088-871-0003

一日行政相談 13:00 宿毛文教センター 総務課　☎ 63-0948
25 水 献血 13:00 幡多けんみん病院 健康推進課　☎ 63-1113

26 木

献血 9:00
13:15 市役所 健康推進課　☎ 63-1113

ほっと広場＊西～母推（ぼすい）さんの事業～ 10:00 西地区防災コミュニ
ティセンター 健康推進課　☎ 63-1113

夜間市税納付窓口開設日 17:15 税務課 税務課　☎ 63-1115
マイナンバーカード・電子証明書夜間窓口開設日 17:15 市民課 市民課　☎ 63-1112

27 金 認知症予防教室 14:00 聖ヶ丘病院 聖ヶ丘病院　☎ 63-2146

28 土

宿 毛‼ワ ク ワ ク
たいけんひろば

小物作り教室
「アロマを使ったオーナメント」 10:00 正和児童館 NPO 法人じんけんネットすくも

☎ 090-9710-3321

自由交流 13:00 正和児童館 NPO 法人じんけんネットすくも
☎ 090-9710-3321

スクスイカップ（～ 29 日） 9:00 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467

マイナンバーカード・電子証明書休日窓口開設日（～ 29 日） 10:00 市民課 市民課　☎ 63-1112

30 月 高知大学出前公開講座「運動が「心」に与える影響」 19:00 宿毛文教センター 生涯学習課　☎ 63-3394

29 広報すくも 2020.11広報すくも 2020.11

第 12回　宿毛花へんろウォークwith だるま夕日ウォッチング開催中止のお知らせ
開催を予定していた「第 12 回宿毛花へんろウォーク with だるま夕日ウォッチング」は、新型コロナウイルスの状況を踏まえ、
参加者および関係者、ボランティアの方々の健康・安全面を第一に考慮した結果、中止します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問  宿毛市総合運動公園　☎︎ 66-1467
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人のうごき（R2.10.1 現在）人口　19,930（-25）男　9,360  （-8） 出生　6 転入　29

世帯　10,080（-6） 女　10,570（-17）死亡　25 転出　35
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